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このたび『市立函館博物館研究紀要』第12号を刊行する運びになりました。

本号の巻頭には｢函館市および周辺部のエゾアカガエルRa"αがγicaの分布-

2001年の記録を中心に－」と題し、函館山ふれあいセンターの木村マサ子氏と

当館の佐藤理夫学芸員の両氏による調査報告を掲載いたしました。

今回の調査報告は、函館市とその周辺で得られたエゾアカガエルの生息情報

を基に函館山を中心とした実態調査を交え、その生息分布状況をまとめられた

もので、年々その生息数の減少が危倶されているヒキガエルと共に自然環境保

護の観点から見ても貴重な報告と思われます。

次に「函館市北方民族資料館13年の歩み」と題して、同館の渡辺文子学芸

員による資料館紹介、展示紹介と併せ、来館者のアンケートから課題を拾い出

し、展示や主催事業に対して今後の方向付けを試みたものです。この報告が示

すように、世界的にも評価の高い馬場・児玉両コレクション等を有する同資料

館が入館者や利用者にとって、さらにその存在価値の大きさを認識して頂ける

ような事業展開に期待したいものです。

次に当館の霜村紀子学芸員による「函館におけるデザイン団体の活動につい

て」は、今まであまり触れられることのなかった函館における商業デザイン活

動をとりあげた意欲的な研究報告です。報告では、戦後の活動を中心に戦前や

戦時統制下における関係者の活動の歴史にも触れ、特に戦後から昭和40年代に

おけるめざましい経済復興の中での日本の商業美術の発展の経緯を読み取るこ

とが出来、当時のデザイン活動に対する関係者の意気込みやすさまじい熱意か

感じられます。

ともすれば見逃しがちな1枚のポスターにもその時代背景を推察すればその

見方も自ずから変わって来るものであり、今回の研究内容により明らかになっ

た関係者の熱意にあらためて敬意を表したいと思います。

終わりにあたりまして、関係各位におかれましては今後とも当館に対しまし

て忌憧のないご意見。ご提言を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

平成14年3月31日

市立函館博物館長

津口
一
皇
国
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函館市および周辺部のエゾアカガエルR伽”"畑の分布
-2001年の記録を中心に－

1．はじめに

現在、北海道に自然分布しているカエルは

ニホンアマガエルH〕〃火ゆonica・エゾアカ

ガエルRa〃αがricaの2種が（前田・松井

1989）、持ち込まれた種としてアズマヒキガ

エルBiげりね加泥ieus向γ池osus・ツチガエル

Ra”αγugosα・ウシガエルRa〃αcatesbeれれα・

トノサマガエルRa"α〃igromacu〃ｵα・トウ

キョウダルマガエルRa〃α加rosα加rosαが知

られている（白井1989、竹中1993,1997、

斉藤ら1996,1997b，1998、斉藤・有田

1997a，出羽ら1997、斉藤2001、環境省自

然環境局生物多様性センター2001）。この

うち、北海道南西部（道南）にはアズマヒキ

ガエル・ニホンアマガエル｡エゾアカガエル

ウシガエルの4種が分布する（白井1971,

1989,1993）。

4種のうちエゾアカガエルの分布について

は、まだ不明なところが多く、環境省自然環

佐藤理夫＊・木村･マサ子*＊

境局生物多様性センター（2001）でまとめら

れた『生物多様性調査動物分布調査報告

（両生類・肥虫類）』-1997年～1998年にか

けて実施された調査に基づく報告書一では、

「北海道の分布の空白を埋める、多くの地域

からの記録が報告された。」としているが、

北海道南西部での分布が、駒ヶ岳周辺部と松

前、他に数ヶ所があるだけで、他のほとんど

の地域で記録がいまだ空白のままである

（図1）。しかし、これは未生息なのではな

く、生息情報が得られなかったためと思わ龍

る。この点を補う意味で、2001年に本種の分

布に関する貴重な情報が数件得られたので、

以下にまとめて報告する。

2．エゾアカガエルの生息情報

2001年3月から6月までに函館市及び周辺

部で得られた情報は以下のとおりである

（図2）（図3)o

3月20日～31日渡島管内七飯町本町①にて卵塊を確認。（田中正彦）

3月26日～4月6日渡島管内戸井町原木川②で産卵を確認（3月26日ではまだいなかっ

たので、この間に産卵された模様）。合計5卵塊を確認。（今博計）

4月5日函館山中腹にある旧函館要塞跡③でエゾアカガエルがみられ始める。

4月7日渡島管内七飯町上軍川④で残雪上に卵塊を形成していない卵を確認。（野田隆

史）

4月8日函館山の麓の<カエルの池（人工池）＞⑤で1卵塊を確認。松倉川上流部⑥で

数卵塊を確認.o(野田隆史）

4月10日渡島管内七飯町藤城⑦で卵塊を確認。（田中正彦）

4月11日函館山中腹にある旧函館要塞跡の水たまり1箇所で卵塊を確認（写真1）
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市立函館博物館研究紀要第12号

（写真2）。もう1箇所でエゾアカガエルを確認。

4月12日函館山の麓の<カエルの池＞でエゾアカガエルを確認（写真3)o函館公園

（函館市青柳町）③の<ひょうたん池＞で成体と卵塊を確認（写真4）。〈北海池＞

では卵塊だけを確認。函館市見晴公園（函館市見晴町）⑨で産卵確認。

4月20日函館山麓の〈カエルの池＞で幼生（オタマジャクシ）を確認。

5月12日渡島管内上磯町茂辺地盤の沢・函館教育体験の森⑩で幼生を確認。（田中邦明

5月13日松倉川中流部⑪で幼生を確認。（田中邦明）

6月10日⑫渡島管内木古内町大釜谷で幼生を確認。（田中邦明）

7月15日⑬函館市白石町の函館市オートキャンプ場の人工池周辺で幼体（子ガエル）を

確認（写真5）。

※（）は情報提供者。記載の無いのは筆者員
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図1．両生類。肥虫類分布図一エゾアカガエルー

（『生物多様'性調査動物分布調査（両生類・肥虫類）』より一部使用＞
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佐藤理夫・木村マサ子：函館市および周辺部のエゾアカガエルRa"α〆ricaの分布

V

図2．2001年の函館市および周辺部

におけるエゾアカガエル観察地点

図3．2001年の函館市内におけるエゾアカガエル観察地点

（函館市全図5万分の1地形図函館市土木部平成5年3月作成より一部使用、部分変改

エゾアカガエルの特徴については、前田。

松井（1989）に詳しいので、ここでは説明を

省くが、竹中践氏（北海道東海大学教授）

によれば、本種は「雪解け直後に産卵する。‐

－3－



市立函館博物館研究紀要第12号

（私信）ため、3月下旬～4月中旬の時期を

逃すと見落としてしまうおそれがあり、この

ことが、今まで情報の盲点となっていたの力

もしれない。しかし、本種は、「雪解け後し

ばらく産卵が続く。」ことと、「多数の卵が

集まって球状に近い卵塊を形成する。」（竹

中1993）といった特徴を示すことから、繁

殖期には注意すれば発見しやすい種類と思わ

れる。繁殖期は、上記の説明のとおり、函館

市及び周辺部ではほとんど同じ時期となり、

この時期に集中して調査すれば、生息場所は

さらに増えるものと思われる。

3．函館山のエゾアカガエルの生息情報

函館山で生息するカエルとしてアズマヒキ

ガエルがよく知られている（前田・松井

1989）が、それ以外にニホソアマガエルが

「函館山表側の山麓一帯に生息」している

（白井1971,1989,1993)oしかし、エソ

アカガエルについて、白井（1971,1989,

1993）は「函館山に生息しない」と述べて↓

た。ところが、2001年に旧山道沿いの中腹2

箇所と函館公園を含む麓の3箇所で成体と卵

塊を確認できた。

棟方（1985）は、エゾアカガエルについて

次のように述べている。

産卵場所は確認していないが、恐らく旧

要塞の頃の建物跡地に点在するコンクリー

ト製の水たまりや八幡宮の池ではないかと

考えられる。成体はカシワ、ミズナラやス

ギなどの高木林の草本層に生息し、小昆虫

を捕食している。

この文章から、函館山に以前から本種が生

息したことが読みとれる。しかし、この文章

だけで1980年代に本種が確実に生息している

か否かを判断するには根拠が乏しいように思

える。一方、白井馨氏（元北海道理科教育

センター）の報告（1971）が、「1966年より

函館付近の両生類を採集し……」と述べてし

るとおり、カエルの分布を調べるために北海

道函館西高校の「生物顧問として、生徒といっ

しょに函館山……」を調査した結果に基づ↓

たもの（私信）、であることは、年代的にみ

て函館山での4月の観察が困難であったこと

などに注意を払う必要がある。ただし、

2001年のエゾアカガエルの観察記録が、棟方

（1985）が指摘したとおり「旧要塞の頃の建

物跡地に点在するコンクリート製の水たまり一

であったことは、本種の生息が当時から私信

として伝えられていたことがうかがえる。後

に、棟方明陽氏（元北海道教育大学函館校教

授）は、実際に「産卵は確認していないが、

オタマジャクシを採集した。」と述べている

（私信)oちなみに「コンクリート製の水た

まり」とはく旧要塞＞当時使用されたく貯水

槽＞やく同＞であろう（井澗2000）。

実は、1992年から毎年、3月末～4月上旬

に函館山の中腹にあるく旧要塞〉の〈貯水槽＞

やく側〉いわゆる便槽で成体も卵塊も確認し

ていた（木村未発表)oただし、その頃は、

カエルを捕らえて観察したわけではなく、そ

の時は「ヒキガエルとは違う」と思っただけ

で、卵塊の形状だけで種類を把握するまでに

はいたらなかった。さらに、同年4月に撮っ

た函館山の野鳥観察小屋敷地内にある人工池

の写真のなかに、明らかにエゾアカガエルの

ものと思われる卵塊が写っているのを見つけ

た（佐藤未発表）（写真6）。ほかに、

「八幡宮の池ではないかと考えられる。」

（棟方1985）、とした点に関しては、2001年

には成体も卵塊も観察できなかった。また、

麓にあるくカエルの池（人工池）＞（写真7）

－4－



佐藤理夫・木村マサ子：函館市および周辺部のエゾアカガエルRa"α力"ICaの分布

についても、1999年頃から「ヒキガエルとは

違う」種類のカエルと「2種類のオタマジャ

クシがいる」（木村私信）ことは気づいて

いたようだが、ここでも種類の把握までには

いたらなかった。しかし、この池ではそれ以

前は確認されていないことから、少なくとも

2年ほど前までは産卵していなかったようで

ある。ただし、函館公園内の<ひょうたん池

とく北海池＞については、今回が初めの記録

と思われる。

以上の点から、以前からエゾアカガエル力

生息していたのは確実と思われるが、麓に分

布を広げたのは、少なくとも2年ほど前から

ではないか思われる。いずれにしても、今回

の記録は、エゾアカガエルの生息を明確にし

た点で貴重であると思われる。函館公園内で

の記録については、函館山の麓にあること力

ら、ここでは函館山の記録として扱った。

窯
蕊‘霧

写真1．〈旧要塞＞跡の<同＞（2001.04.11撮

影）
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4．函館山を除いた市内の生息情報

函館山を除く函館市の松倉川、鱒川、見晴

公園、白石町オートキャンプ場が生息地とし

て記録された。他に、環境省の記録には無かっ

たが、白井（1989）は「郊外に出ると海岸地

帯を除いて、広く分布し、函館市赤川町一帯

の水田、水溜まり……」と述べている。さら

に、1999年に亀田中野町で本種の生息が確認

されている（北海道都市施設事務所他2000）。

これらの記録は、ほぼ函館市の東部に位置し

エゾアカガエルの生息地の分布を知る上で貴

重である。

写真2．〈旧要塞＞跡のく厩＞で見られたエゾ

アカガエルの卵塊（2001.04.11撮影）
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5．函館市を除く北海道南西部の生息情報

図1が示すとおり、函館市以外では、今ま

で駒ヶ岳周辺及び松前町周辺さらに八雲町な

どで記録があるが、ほとんどの地域で分布が

空白となっている。今回、渡島管内の戸井町

写真3．〈カエルの池＞で確認されたエゾア

カガエル（2001.04.12撮影）

－5－



市立函館博物館研究紀要第12号

二
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訳

写真4．函館公園<ひょうたん池＞で見られた

エゾアカガエルの卵塊（2001.04.12撮影）

写真5．函館市オートキャンプ場の人工池で見

られたエゾアカガエル（2001.07.15撮影）

ー

写真6．函館山野烏観察小屋敷地内にある人工

池で見られたエゾアカガエルの卵塊（1991.04

撮影）

写真7．函館山の麓にあるくカエルの池（人工

池）＞（2001.04.11撮影）

一勺
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写真8．麓の<カエルの池＞でみらたヒキガエ

ルの卵（2001.04.20掃影）
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写真9．函館八幡宮のく勾玉の池＞に集まるヒ

キガエル（2001.04.20撮影）
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佐藤理夫・木村マサ子：函館市および周辺部のエゾアカガエルRa"αがricaの分布

原木川、七飯町の本町、藤城や大沼湖畔の上

軍川、上磯町茂辺地、木古内町大釜谷で生息

が確認されたことは、北海道南西部（道南）

のほぼ全域に本種が分布することを示してb

る。

6．おわりに

函館山では生息が確認できなかったこと

（白井1971）、生息が予想されたが成体の

確実な発見記録はなかった（棟方1985）な

どから、本種がそれ以降に何らかの要因で生

息するようになったことを示しているかのよ

うにも思えるが、それよりも、本種はく雪解

け直後に産卵＞するため、白井氏が後に私信

で述べているように、「当時3月下旬～4月

中旬にかけて調査することは困難であった。‐

ことと「産卵場所となる<貯水槽＞やく同＞

が旧要塞跡地内にあるため、簡単に目につき

にくかった。」ため、発見されなかったので

はないだろうか。実は、「以前から生息して

いることは知っていた。」という情報もある。

このことは、つまり、函館山山中で本種が

く生息しているのが当たり前で、それが正確

な情報として記録されてこなかった＞だけで

以前から生息していたのではないだろうか。

麓では、アズマヒキガエルの記録はあるが

少なくとも1999年以前にはエゾアカガエルは

の記録はなく、今回観察できたことは、分布

を拡大している可能性がある。では以前から

生息しているとして、麓まで見られるように

なったのはなぜだろうか。個体数が増えたの

か、山の中での産卵場所が減少したため、麓

の産卵場所を新たに開拓したためだろうか。

産卵場所についてかんがえると、現在の産卵

場所のほとんどが、「旧要塞……コンクリー

ト製の水たまり」、つまり〈貯水槽＞やく同＞

であるとすれば、一部には埋まってしまった

ものもあると思われるが、全体としてほぼの

残っていると思われる。函館山は以前から水

場が少いことから、埋まらずに残ったそのよ

うな水たまりにエゾアカガエルの繁殖が依存

するようになったことは当然考えられる。要

塞施設が朽ち果て、容易に使えるようになっ

たのは1945年以降であり、エゾアカガエルが

函館山に点在する旧要塞施設の〈貯水槽＞や

く同＞を利用しながら個体数を増加させ分布

を拡大し始めたとしてもおかしくはないよう

に思える。エゾアカガエルにとっては、人目

に付きにくいため、産卵場所として利用しや

すかったのだろう。白井（1971,1989,1993〉

の報告で、結果としてエゾアカガエルが発見

できなかったのは、観察時期と、産卵場所が

旧要塞跡という局所的で、当時としては容易

に観察できない場所であったことに加えて、

個体数が少なかったことも要因の一つと思わ

れる。いまのところ、エゾアカガエルの<個

体数が増えている＞という明確な結論を下せ

ないが、個体数の増加にともない、産卵に適

する水場を求めて分散するのは当然のように

思われる。

今回初確認されたくカエルの池＞では同時

にアズマヒキガエルが産卵をしている。さら

に、エゾアカガエルの卵塊は確認できなかっ

たが、「八幡宮の池……」つまり函館八幡宮

にあるく勾玉の池＞には毎年多くのアズマヒ

キガエルが産卵のために集まってくる。斉藤

（1996）が「本来生息していたエゾアカガエ

ルがアズマヒキガエルに駆逐されることも考

えられ、……」と指摘しているとおり、エゾ

アカガエルとの共存という点ではどうなのだ

ろう。今後の調査が待たれるところである。

以前から北海道のエゾアカガエルの生息情

報が少ないことは、改めて言うまでもないが、

そのうち函館山での情報が不確実であったこ
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とは、以前から気になっていたことである。

しかし、環境省自然環境局生物多様性センター

（2001）が『生物多様性調査動物分布調査

報告書（両生類・肥虫類）』をまとめたこと

で、北海道南西部、特に函館市の分布が不明

であることが明確となった。さらに、2001年

になってから、エゾアカガエルに関する新た

な情報を収集できたことは、幸運であったと

言える。これを契機として2002年以降も北海

道南西部の本種の情報がさらに蓄積されるこ

とで、情報の空白を埋めていきたい。

最後に、本稿をまとめるに際し多くの助言

や指導をいただいた北海道東海大学の竹中

践博士、函館のカエルについて有益な助言を

いただいた白井馨氏、資料の提供を快く‘快

諾してくれた斉藤和範氏、函館市内および近

郊の生息情報を提供していただいた尾崎煙雄

氏、今博計氏、田中邦明氏、田中正彦氏、

野田隆史氏には紙面をお借りして心からお礼

を述べたい。

＊市立函館博物館本館学芸員

*＊函館山ふれあいセンター
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函館市北方民族資料館13年の歩み

一現状と今後の課題一

はじめに

函館市北方民族資料館（以下「資料館」）

は平成元年にオープソし、開館13年目となっ

た平成13年9月9日には入館者数30万人を達

成した。本稿では、資料館の概要と主催事業

などの活動の歩みをまとめ、展示と主催事業

における今後の課題について考えてみたい。

設立の経緯

函館の西部地区には歴史的建造物が数多く

残り、その風情あるたたずまいは全国から訪

れる観光客を魅了している。

港があり、かつて函館の経済・流通の要で

あった末広町界隈は、金融の中枢でもあった。

写真1．函館市北方民族資料館外観

渡辺文子

（1）

『函館市史都市・住文化編』（1995）によ

ると、「1888（明治9）年の三井銀行出張店

の末広町への開設」をはじめとして多くの銀

行が軒を連ねていた。また初期の銀行建築は

「和洋折衷の形式や洋風意匠を取り入れた土

蔵造風の建物が多」かつたが、それらは「夫

正10年の大火を契機として鉄筋コンクリート

構造に建て替え」られたとある。現在資料館

となっている旧日本銀行函館支店の建物は夫

正15年に建てられたもので、鉄筋コンクリー

ト地上3階・地下1階建てである。旧日本銀

行函館支店は昭和63年に末広町から東雲町へ

移転して現在にいたっている。

移転に伴って使われなくなった建物を歴史
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的建造物として残しながら有効に活用するへ

く、函館市が購入して文化施設として再利用

しようとしたことが資料館開設のきっかけで

あった。

市立函館博物館（以下「函博」）の歴史は
（2）

古く、関氏ら（1990）によると、明治8年開

設の東京仮博物場と、同10年開設の札幌仮博

物場に続いて、同12年に開設された開拓使に

よる第3の仮博物場である函館仮博物場にそ

の端を発する。国内で最も古い歴史を持つ総

合博物館の一つであり、館の歴史とともに蓄

積されてきた収蔵資料のすばらしさは質・量

ともに他に類を見ない。中でも北方民族資料

は、市立函館図書館に収蔵されている石川啄

木関係資料とともに多くの愛好者や研究者か

ら公開が待ち望まれていた。しかし展示スペー

ス等の問題から、なかなか資料を公開する機

会が得られずにいた。そんな中で、昭和62年

に、旧日本銀行函館支店跡を文化施設として

再活用しようという「日本銀行函館支店建物

利用プロジェクト」が持ち上がった。

平成元年には函館市が用地・建物を購入し

展示設計と建物改修が行われた。外観や内部

は銀行として使われていた当時のままに、展

示室として使用するための必要最小限の改修

だった。同年11月3日に函館市北方民族資料

石川啄木資料館として開館した。平成5年に

函館市文学館が開館するのに伴い、函館市北

方民族資料館として単独開館した。建物の延

べ床面積は3,044.23m'，展示スペースは展示

ホール161.47m'，展示室1～7が合計452.35

㎡である。地下収蔵庫は346.70m'で、この他

に研修室、団体休憩室などがある。

入館者数の推移

開館から平成12年度までの入館者数を見る

と、表1に示すように、平成元年は開館が1ユ

月だったので例外として、平成4年まで4万

年 度 入館者数（人）

平成 10,83〔

41,64（

43,244

40.915

32,244

41，894

34,78

35,815

37,059

IC 35,378

11 34，135

12 29,77C

表1．入館者数の推移

人台を保っている。平成5年には函館市文学

館と別れたこともあって3万人台まで落ち是

んだが、翌平成6年には再び4万人台に回復

している。その後は3万5千人前後で推移L

ていたが、平成12年には有珠山噴火で北海道

観光が敬遠された影響を受け、開館以来はこ

めて3万人を割り込んだ。

管理・運営について

函博があるためか、市立（市営）の資料館

かあるいは函博の分館と勘違いされることも

多いが、資料館の管理･運営は(財)函館市文

化・スポーツ振興財団（以下「財団」）に委

託されており、市の施設とは一線を画してし

る。そのため、月1回の館内整理日と年末年

始以外は一般に公立の博物館園では休館とな

る月曜日も開館しているし、5～8月は館内

整理日もなく無休である。

財団は平成元年2月に設立され、事務局は

湯川町の函館市民会館内にある。『(財)函館
（3）

市文化・スポーツ振興財団規定・規約集』に

よると、「函館市における文化・スポーツの

普及振興のために必要な事業を行うとともに：

函館市の設置する文化・スポーツ施設の管理

－1卜
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運営に関する事業並びにスポーツ施設の設置

および維持運営に関わる事業を行」うとして

資料館を含めて13の文化・スポーツ関連施設

の管理・運営を函館市から委託されている。

とはいえ資料自体は函博のものなので、資

料の貸借や調査、撮影など依頼があった場合

は、必ず函博の了承を得た後に、同館の学芸

員立会いのもとで行われる。資料貸出や写真

撮影の依頼には、函博担当学芸員の立会いの

もとで目的にかなった資料を選定する。時に

は展示方法についてのアドバイスを受けるこ

ともある。

収蔵資料一函館にアイヌ民族資料？

函館市にアイヌ民族資料があることは、実

は市民にはあまり知られていない。後に紹介

する3つのコレクションは、世界的に見ても

大変貴重なものであり、アイヌ民族学研究者

などの専門家であれば知らない者はいないと

いわれるほどである。関係機関からの資料調

査、写真撮影、特別展のための資料借用など

もしばしば依頼される。

ところが、函館市民にとっては「函館にア

イヌなどの北方民族資料がある」ということ

が、あまりぴんとこないようだ。確かに「函

館」といえば、開港に伴うモダンなイメージ

が先にたってしまう。さらに北海道の最南端

に位置するために、「北方｣というイメージカ

浮かびにくいのであろうか。また道内のアイ

ヌ民族関係の資料館は、もともとアイヌの集

落があった（そして今も多数のアイヌの人々

が生活している）地域に設立されていること

が多い。しかしこれは函館には当てはまらな

い。もちろん現在でも函館やその近郊には、

アイヌの方が住んでいるだろう。しかし、歴

史的にみると、函館を含む道南地域では12世

紀頃からすでに和人の移住が始まっており、

和人の増加とそれに伴うアイヌ人口の減少の

ため、比較的早くから伝統文化が途絶えてL

まっていた。

それなのになぜこの函館に、世界に名だた

るアイヌ民族資料が存在するのであろうか？

それはひとえに函博の持つ歴史と、函館ゆか

りの2人の人物一馬場惰と、児玉作左衛門一

の存在による。

3つのコレクション

北方民族資料館では、函館市が所蔵する民

族および考古資料約1万3千件を収蔵･管理

している。なかでもアイヌ民族資料は6千件

を超え、野村氏は「1ヶ所に収蔵されている
（4）

ものとしては最も多い」と述べている。この

アイヌ民族資料コレクショソは、大きく3つ

にわけられる。ひとつは開拓使時代からの歴

史をもつ函館博物館旧蔵資料、そして在野の

研究者であった馬場情が収集した馬場コレク

ションと、元北海道大学名誉教授児玉作左衛

門が収集した児玉コレクションである。3＝

のコレクショソの内訳は表2のようになって

おり、合計14,614件のうち、国指定以外の馬

アイヌ民族資料

アイヌ以外の

北方民族資淵
（旧蔵資料：

先史･考古資謂
(児玉コレクション〉

外α

ショ〉

合 計

資料点数および内訳（件

6,21s 児玉コレクショ〉 4,43（

馬場コレクショ＞ 750

(国指定

旧蔵資半 1,03（

13 アリュート 2：

ウィルさ 64

イテリメン 3（

コリヤーク

エヴェニ

7,157

1,110

14，61－

表2．3つのコレクションの内訳(言
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場コレクションなど一部は函博に収蔵されて

いる。

函館博物館旧蔵資料

明治12年までさかのぼる函博の長い歴史と

ともに蓄積されてきた北方民族資料の逸品た

ちである。明治12年から19年にかけて、函館

市内の篤志家から寄贈されたり、樺太や千島

に赴いた開拓使によって収集されたそれらの

資料は、アイヌ民族の生活用具を今に残す数

少ない資料として、学術的にも注目されて､

る。これらの資料は、東京国立博物館、北海

道大学附属博物館の所蔵資料とともに、日本

で最も古い博物館資料である。

馬場コレクション
（6，7）

馬場惰の生涯については、長谷部氏と清水
（8）

氏が詳しく紹介している。函館生まれの馬場

情は、昭和5年から昭和13年にかけて、北海

道をはじめ樺太、千島、本州で精力的に調査

収集を行い、昭和12年に児玉作左衛門が行っ

た千島の発掘調査にも参加していた。収集さ

れた民族・考古資料は1,860件にのぼり、こ

のうち特にアイヌ民族資料は、世界的に学術

的価値の高いものとして、758件が国の重要

民俗文化財「アイヌの生活用具コレクション

に指定されている。

函館市は昭和46年に「アイヌの生活用具ニ

レクショソ」（破損により8件が減失され、

現在は750件）を一括購入し、翌47年には樺

太・千島出土の考古資料1,110件が馬場氏力

ら寄贈された。現在資料館には、それらの馬

場コレクションのうち「アイヌの生活用具コ

レクショソ」750件を含む約1,000件のアイヌ

民族関係資料が収蔵されている。

児玉コレクション

児玉作左衛門は明治28年秋田県に生まれ、
（7〉

5歳のとき家族とともに函館に移り住んだ。

もともと脳解剖学を専門としていながら、考

古学や人類学、民族学など幅広い研究分野を

もっており、中でもアイヌ民族学研究に生涯

をささげた。海外流出などによるアイヌ民族

資料の散逸をおそれ、第2次世界大戦の前後

40年にわたって私財を投じて収集されたアイ

ヌ関連資料は文献記録資料を含めて7千件を

超え、いつのころからか「児玉コレクション

と呼ばれるようになった。

函館市は、昭和55年に児玉コレクションの

うちアイヌ民族資料2,784件と考古資料7,157

件の寄託を受けたのをはじめとして、これま

でに合計11,587件の資料を寄託された。そし

て平成10年、児玉作左衛門の長女である児玉

マリ氏によって、それらは函館市に寄贈され

た。児玉マリ氏自身もアイヌの服飾文化につ

いて長年研究を続けてきており、現在も市立

函館博物館特別研究員として月1回函館を訪

れ、展示替えについての助言や資料の整理な

どに携わっている。

常設展示

北方民族資料館には展示ホールと、テーマ

ごとに分かれた7つの常設展示室があり、給

350点の資料が展示されている。各展示室の

について概要をまとめてみた。

展示ホール

受付を済ませて館内に入ると、まず展示ホー

ルでコロポックルの像が出迎えてくれる。ニ

ロポックルとはアイヌ民族に伝わる伝説で、

フキの下にかくれてしまうほど小さな身体を

しているといわれている。そしてその像を取

り囲むように、函館ゆかりのアイヌ絵師平毒

扉山が描いた「アイヌ風俗十二ヶ月解風」を

展示している。名前が示すとおり、季節ごと

のアイヌの風俗を描いた6曲1双の扉風絵で〒

資料館発行の図録『平津昇山筆アイヌ風俗
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（9）

十二ヶ月昇風』で詳しく解説されている。原

本は現在国内3箇所に分散して収蔵されてお

り、そのうち左隻（7～12月）が市立函館博

物館に収蔵されている。資料館では、見やす

さを考慮して約4倍に拡大したものを掛軸風

に吊るして展示している。展示ホールに足を

踏み入れると同時に目に飛び込んでくる12枚

のアイヌ絵は圧巻である。

写真2には写っていないが、ホール左手に

は幕末の探検家松浦武四郎が描いた「北海道

国郡図」の拡大パネルと3人乗り皮舟「バイ

ダルカ」を展示している。明治8年、樺太

千島交換条約締結に際して千島に赴いた開拓

使長官黒田清隆ら一行が中部千島新知島で収

集したこの「バイダルカ」は、アリュート民
（10）

族がラッコ猟に使用していたものである。ノ

イダルカは1人乗り、2人乗り、3人乗りの
（11）

3種があるが、3人乗りはほとんど資料とし

て残っておらず、世界的にみても非常に珍し

い。最近ではカヌーやカヤックの愛好者や製

作者の方たちが、人づてに「函館にすばらし

い舟がある」と聞いて見学に訪れることも多

い。

展示室1「装いの美学」

北の風土に根ざした、様々な北方民族の衣

服や服飾品を展示しているo7つある中で最

も広い展示室で、入ってすぐ左手には生業別

に色分けした北方民族の分布図パネルがあるこ

特に入口正面の平ケースに展示している

「山丹服」は逸品である。「蝦夷錦」とも呼

ばれ、山丹交易によって北回りに北海道へ渡う

てきた、龍の紋様も豪華な絹製の衣服である‐

このコーナーでは間宮林蔵の『東鍵地方紀行』

より抜粋した「山丹交易地一満州仮府デレシ

ー」のパネルなどで山丹交易について解説L
（12）

ている。資料館には2点の山丹服が収蔵さ龍

ており、一つは刺繍で五爪の龍、もう一つは

織で四爪の龍の紋様が施されている。いずれ

も函館の豪商杉浦嘉七が明治12年の開拓使函

館支庁仮博物場の開館を記念して寄贈した皇

のであるが、痛みが激しかったため、資料館

で常設展示するために大掛かりな修復作業か

なされた。展示ケースは山丹服を展示するた

めに当時の函博の学芸員たちが考案したも征

である。ガラス張りのカバーの中に上面が麦

ラス、下面が鏡張りになった引出し式の展示

台をおさめる構造になっており、内側のガラ

ス台の上に山丹服を平置きする。下面を鏡張

りにしたことで、普通だと見ることができな

い背側の紋様も同時に見ることができるの手

ある。

このほかアイヌの衣服や耳飾り、首飾り、

ウィルタやエヴェソ、イテリメソなどの北方

諸民族の衣服が展示されている。

一
言

ー凸=

･M3j雪雲 首~藍蕊

一早い』

一
一

■望遍
一

一
一一

－産

『
』

写真2．展示ホール 写真3.展示室
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展示室2「北の神々」

シャマソの太鼓やアイヌの漆器類など、儀

式、宗教関係の資料を展示している。展示室

中央に大きな平ケースがあり、アイヌ民族の

捧酒箆（捧酒箸とも呼ばれるが、ここでは資

料館の展示キャプショソと同じ名称を用いる

を30本余り展示している。アイヌ語でイクノ

スイ（サハリンではイクニシ）と呼ばれ、儀

式の中で神々に酒を捧げたり、祈りの言葉を
（13,14）

神々に伝える非常に重要な役割を持っている。

北海道アイヌとサハリソ（樺太）アイヌのも

のとに分類して展示しており（写真手前がサ

ハリン、奥が北海道）、地域による意匠の違

いがよくわかるようになっている。なぜかサ

ハリソアイヌの方が細工が繊細なものが多b

というのが面白い。

正面奥にはアイヌの儀礼用具を展示してお

り、背景の「フクロウ祭り」（『明治初期ア

イヌ風俗図巻』（西川北洋筆）より）と、

『アイヌ熊送之図』（平津展山筆）と資料を

対比させることで、それらの資料がどのよう

に使われていたのかわかるようになっている。

●

●
一

一 －皇
ロ

一躍識蔓菖．

一一＝

＝哩壷＝彦 星

写真4．展示室Z

ﾐ墨理麗－1

展示室3「くらしの中の手仕事」

ここでは日常の生活用具を展示している。

儀礼用具のような華やかさはないが、北方に

生きる人びとの生活の知恵と手仕事のぬくも

りが伝わってくる。

主な展示資料は、アリュートがラッコ猟に

用いた銘、ウィルタのトナカイ皮製提鞄、ア

イヌの狩猟具や喫煙具、盆、団子箆や杓子な

どの調理用具、五弦琴。三弦琴やムックリな

どの楽器、アイヌ語でマキリと呼ばれる小箕

などである。持ち手の部分にキケと呼ばれ三

削り掛けのついたやや大ぶりの包丁が展示さ

れているが、これはアイヌが海の神と見なす

カジキを調理するための特別な包丁である。

写真5の手前に写っている土器は児玉コレ

クションのもので、モヨロ貝塚で発掘された

オホーツク式土器である。展示室の左手には

流氷をバックにしたオホーーツク文化の解説ノミ

ネルがある。

通路をはさんで展示室2と3の反対側の壁

には、市立函館図書館所蔵の『明治初期アイ

ヌ風俗図巻』の中から抜粋した19の図をパネ

ル展示している。春先には穴グマ狩り、夏に

はマス漁など、アイヌの生業が季節ごとにわ

かりやすく配置している。

戸

画.．

写真5．展示室3

展示室4「北方民族HAKODATE

COLLECTION」

旧蔵・馬場・児玉の3コレクションの概要

についての解説パネルと関連資料を展示して

いる。解説パネルの反対側には情報検索コー

－14－
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ナーがあり、3台のコンピューターで収蔵資

料や北方民族について調べることができる。

設置当初はタッチパネル式のものだったが、

近年パソコンが普及してきたこともあって、

マウス使用型に替わっている。このコーナー

はコンピューター慣れした子供たちに大人気

で、修学旅行シーズソは人だかりができるほ

どである。

写真6．展示室鼻

展示室5「あそびの世界」

市立函館図書館所蔵の『蝦夷古代風俗』

（作者不詳）からアイヌの子供たちの遊びを

抜粋し、パネル展示しているo3人で片足を

互いに組み合わせ、ケソケソをしながら引っ

張り合い、足が外れて転んだ者が負けになる

11と

』
牌ヲ

竃

/4，画一熟

写真7．展示室三

0 o

L，

一一

弓

二

「アチキリテケレ」や、2組に分かれてヤマ

ブドウの蔓で作った輪を投げあい、一方がそ

れを棒で突き刺して受ける「ウコカリシユヱ

など4点あり、写真中央の斜めの棒と輪は、

「ウコカリシユヱ」の棒と輪の複製である。

展示室6「アイヌ民族学の先駆者たち」

16世紀中頃から17世紀初頭にかけて、蝦夷

地には海外から多くの宣教師や探検家が訪龍

た。日本においても、蝦夷地開拓や18世紀宋

頃のロシアの南下政策に伴う北辺防備のため

に蝦夷地への関心が高まり、多くの探検家達

が蝦夷地を訪れ、北辺に関する新たな知識一

情報をもたらすようになる（表3）。彼らの

残した記録は、当時のアイヌの暮らしや風俗

を知るうえで非常に貴重な資料となっている‐

ここではマールテソ。G・フリースの『航海

日誌一JAPAN一』(1858年発行）や新井白

一一竃
Z

写真8．展示室6

聖 P

写真9．展示室？
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表3．北方探検・見聞録略年譜

石の『蝦夷志』（写）などの文献資料を展示

している。写真手前のケースには林子平の

『蝦夷国全図一三国通覧図説附図』（写）を

展示している。これは1785年に単独図として

刊行された最初の蝦夷地図で、実際の地形と

はかなり異なっている。

展示室7「アイヌ絵の世界」

ここでは和人によって描かれたアイヌ絵を

紹介している。アイヌ絵の定義等については
（9）

『平津昇山筆アイヌ風俗十二ヶ月扉風』に

詳述されている。

写真9の右に写っている扉が展示室への入

口で、通常は開け放されている。入口から見

て左側の壁には「蝦夷風俗を描いた人々」と

題されたパネルがあり、小玉貞良や平津扉山

秦憶麿、蛎|埼波響など代表的なアイヌ絵師の

生没年が線で表された一覧になっている。奥

のハイケースに3点のアイヌ絵が展示されて

いるが、現在は昭和15年に馬場情が児玉作左

衛門の病気快復を祝って贈ったアイヌ絵『メ

ノコと熊』など2点が展示されている。写真

中央の平ケースには村上島之允作『蝦夷島奇

観』を展示している。

展示替え

北方民族資料館では毎年11月に収蔵資料の

煉蒸処理を行っており、これに合わせて、資

料の保存と展示資料を一新する目的で展示資

料の入れ替えを行っている。アイヌ絵、書籍

類、アイヌ衣服、山丹服など、同一資料が複

数あるものはできる限り入れ替え、資料の劣

化を防ぐようにしている。また衣服などは衣

文掛にかけて展示しているとどうしても伸び

てしまうため、3ヶ月ごとに展示替えを行っ

ている。その他にも9月から4月まで月1回

ある館内整理日に合わせて数回の展示換えを

行っている。平成13年には展示室1のアイヌ

の首飾りを全面的に入れ替えた。ただ、基本

的に同一資料を入れ替えているだけなので、

一見したところ内容が変わりぱえしないと､、

う点は否めない。

主催事業

財団では、函館市から委託されている文化≦

スポーツ施設の管理・運営のほかに、施設ご

とに様々な主催事業を行っている。資料館で

は教育普及活動として各種講座を開催してし

る。

市民に北方文化についての理解を深めてもら

うため、資料館では様々な講座を開催してき
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た（表4）。

中でも平成3年から行われている「ミュー

ジアム・トーク」は、毎年テーマを変えて、

民族学・考古学・歴史学・人類学などの分野

で活躍している研究者を招き、最新の研究成

果を発表することをコソセフ.卜としている。

表3からもわかるとおり、第1回目は東京国

立博物館主任研究官の佐々木利和氏をはじめ

として、これまで実に多彩な研究者が講演を

行っている。

ミュージアム・トークはどちらかというと

専門性の高い学術的な講演会であるが、毎回

テーマが変わることもあってか、毎年欠かさ

ず参加してくださる方も多く、11回目を迎え

てすっかり市民の間に定着したように思う。

しかし、それだけでは一般市民の心をとらえ

ることは難しい。もっと体験的に、楽しみな

がら北方諸民族の文化に親しむ講座があって

もいいはずである。

『地域史研究はこだて』（1999）の中で野

村氏は、「函館においてアイヌ民族やアイヌ
（4）

文化についてあまりにも知られていない」と

述べており、それは「函館においてアイヌ文

化に触れられるような場が従来ほとんどなかっ

た」ためであるとしている。近年アイヌ文化

の伝承活動が盛んになり、活動への助成も幅
〈15）

広く行われているが、道内に多くのアイヌ文

化伝承保存団体があるにもかかわらず、道南

では地元に拠点を持つ団体がないため、なま

のアイヌ文化に接する機会が少なくならざる

を得ない。また表4からもわかるように、資

料館でも平成6年まではアイヌ伝承者による

講座は開催されていない。現在アイヌの人々

がどのように生きているのか、伝統文化はど

のように伝承されあるいは失われたのか、と

いうようなく現在＞（＜現実＞と言っても､

いかもしれない）と、資料の語りかけるく過

去＞とをつなぐ糸が、資料館の展示のみでは

見えにくいのである。

そこで野村氏は、今を生きるアイヌ民族と

コミュニケーションをとることを重視し、ア

イヌの伝統文化を紹介する様々な講座を企画

した。千歳アイヌ文化伝承保存会会長の中毒

ムツ子さんを招いてアイヌの口承文芸などを

わかりやすく､紹介する「アイヌの民話」「ア

イヌ文化を学ぼう」や、アイヌ刺繍伝承者に

よる「初めてのアイヌ刺しゅう」「アイヌ紋

様刺しゅう教室」、トソコリ奏者オキらによ

る演奏会など、平成7年以後主催事業数が増

えていっているのがわかる。平成12年にはさ

らに「アイヌ紋様木彫り教室」が加わった。

ミュージアム・トーク、夏。冬休み自由研究

とともに、徐々に市民の間に定着していると

いう手ごたえを感じる。

最近は修学旅行の自主研修に必ずといって

いいほど体験学習が組み込まれる。資料館で

はそのようなニーズにこたえるため、平成1旦

年から予約制の「ムックリ製作体験」を開催

している。ムックリとは主に竹製のアイヌ民

族の伝統楽器で、講座では切り出しナイフと

彫刻刀を使ってムックリを製作し、鳴らし実

の練習をする。これも年々回数が増え、平成

13年度は16回行われた。冬休み自由研究の講

師でもある山中浩氏は函館市内で工芸をやっ

ている方で、以前資料館で説明員をしていた

時にムックリに興味を持ち、作り方を研究す

るようになった。年に16回も講座ができるの

も、山中氏のような函館在住の講師がいれば

こそである。

今後に向けて

ここまで、資料館の概要と主催事業などの

活動の歩みを述べてきた。今後に向けて、資
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料館に残された課題は何だろうか。資料館の

活動の大きな柱である常設展示と主催事業に

ついて考えてみたい。

常設展示に求められていること

平成5年に現在の常設展示となってから現

在まで、展示内容はほとんど変化していない。

その間、来館者の反応はどうだったのだろう

か。平成5年度と平成12年度のアンケート結

果から、来館者の反応の比較してみよう。表

5は、アンケートに書かれた意見・要望の中

から主だったものを抜粋してまとめたもので

ある。回収率が非常に低く、来館者全体の意

見をすいあげているとは言い難いかもしれな

いが、参考にはなるはずだ。来館者の内訳に

ついてははっきりしたデータが残っていない

が、ほとんどが観光客と修学・研修旅行の学

生で、市内および近郊在住者はごく一部と考

えてよいと思う。

比べてみると、5年、12年ともに同じよう

な意見がいくつかあることがわかる。平成5

年の①（以下「5－①」のように記載する）

のような「展示資料の説明が不足している」

という意見である。5－⑤、⑪、12－④、⑱

も同様の意見で、これはいつのアソケートで

も必ず挙げられている。5－⑥のような意見

も、解説不足による難解さへの不満と取れな

くもない。その一方で5－⑨、⑩、12－①、

⑫のように「とてもわかり（見）やすかった』

という逆の意見があることも確かである。ま

た5－⑫や12-⑨のような中間的意見もある。

展示資料にアイヌ語名をつけて欲しいとい

うのも両年度に共通する意見である（5－⑯、

12-⑭）。キャプショソには日本語名とその

ローマ字表記および英語名が書かれているが、

アイヌ語名は書かれていない。常設展示解説

資料の作成を望む声も、平成5年にすでに出

ていたようである（5－⑰）。

12－②や①のような「現在のアイヌの生活

やこれまでの歴史を紹介して欲しい」という

意見は、平成5年には見られなかったもので

タブー視されがちだった伝統文化を積極的に

アピールする方向へと向かう、アイヌ民族を

取り巻く状況や人々の意識の変化が感じられ

る。ちなみに「アイヌ文化の振興並びにアイ

ヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関

する法律」いわゆる「アイヌ新法」は平成9

年に施行された。

平成5年から12年まで、来館者からの変わ

らない反応があるとすれば、「解説不足でわ

かりにくい」ということであろう。資料はす

ばらしい。展示もなかなか見やすい。しかし

言葉による説明が少なすぎて、どういう資料

なのかわからない。もちろん展示室の随所に

解説パネルが設置されていることは言うまで

もない。展示室3には狩猟具と一緒にその使

い方を図で説明したパネルが展示されている。

それでもなお、専門知識のない観光客や学生

にとっては、資料がすばらしいだけに、個々

の資料にもっと詳しい解説をつけて欲しいと

思うのだろう。しかしこまごまと解説キャブ

ショソのついた展示が見やすくわかりやす↓、

かといえば、これも賛否両論分かれるところ

である。おそらく展示を設計した時点では、

解説文は必要最小限におさえ、資料そのもの

が見る者に語りかけるものを重視する、とb、

うことを前提としていたのではないだろうか。

資料館としても、そのような来館者の意見

を全く無視していたわけではない。現在は多

くの資料に簡単な個別解説キャプションがつ

けられている。また修学・研修旅行生向けに

展示を見ながら答えを探すクイズを配布した

り、アイヌ紋様についての解説プリソトを館

内に設置するなど、来館者に展示をよりスムー

ズに理解してもらうための工夫がなされてい
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る。

来館者の要望に応じて常設展示を改善して

いくことも大切だが、リピーターを増やすこ

とを考えると、それだけではちょっと物足り

ない。資料館に何度も足を運んでもらうには

どうしても展示に変化が必要になってくる｡

資料館や博物館の目玉といえば、やはり特月

展である。いつも同じ資料しか見られないと

なれば、市民であれ観光客であれリピーター

も望めない◎約350点の資料が展示されて､

るといっても、1万2千件余りある資料の中

の350点である。まだ展示されたことのなb

隠れた逸品もたくさんあるに違いない。博物

館施設である以上、資料を保存していくこと

を前提として、展示による資料の有効活用を

図っていかなければならないが、方法はいく

つか考えられる。例えば、普段は研修室とし

て使っているスペースを臨時の展示室にする。

またミュージアム・トーク開催時に、そのテー

マに合う資料をミニ展示するなど、主催事業

の目的やテーマに合わせた展示を行うことも

考えられる。写真などでアイヌ文化を紹介す

るパネル展も面白いかもしれない。このよう

に、常設展示は常設展示として、その他に常

に何か新しいものを提供する努力が必要になっ

てくるだろう。

主催事業でできること

主催事業では、修学旅行生向けのムックリ

製作体験を実施することなどで入館者増を図っ

てきた。アンケートの結果から、近年アイヌ

の文化や歴史を知ることへの需要が高まって

きていることがうかがえると述べたが、この

点についても、野村氏が企画した様々な体験

学習講座などによって、資料館は現在まで伝

承されてきたアイヌ文化の一部に触れる機会

を提供できるようになった。特にアイヌ文化

伝承者を積極的に招くようにしたことは、と

てもプラスになっていると思う。伝統文化を

伝承している人に直接会うということは、そ

の人の経験や人生観を知ることであり、アイ

ヌ民族がこれまで歩んできた歴史を、その人

に視点から垣間見るということでもある。方

とえ講座の間数時間一緒にいるだけでも、こ

れは展示を見るだけでは決して得られない貴

重な体験に違いないのだ。これまではもっぱ

らアイヌ文化の伝承者を招いてきたが、今後

はアイヌ以外の北方民族の伝承者を招くこと

も検討すべきだろう。

資料館や博物館で行われる講座や講演会は、

通常展示および資料と相補関係にあり、互し

が互いを理解する助けとなっているものであ

る。しかし資料館で開催されてきた講座の中

で資料を利用したものは、平成6，7年度の

「THEMATERIAL一資料撮影と写真展一

だけである。ミュージアム・トークでは聴講

と同時に展示も見てもらうようにしているが

必ずしもテーマが展示資料と直接関係がある

とは限らない。これだけたくさんの資料があ

るのだから、資料と直接的に触れ合える講座

はぜひとも実施したいものだ。平成14年度の

事業内容はもう決定しているが、15年度以降

に向けて、これが新しい課題と言えるだろう室

おわりに

実は「どうして函館にアイヌ民族資料が？-

と思っていた張本人は私である。大学生とし

て函館に引っ越してきたよそ者の私にとって、

一般にいわれている「異国情緒あふれる函館一

のイメージと「アイヌ（北方）民族資料」と

が一体どこでつながるのか、なかなか理解で

きなかった。しかし本稿をまとめる中で、函

館にこの資料館が存在する意義について、改

めて理解を深めることができたように思う。

最後に、これまで資料館の設立と運営に携
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わってこられた全ての方々に深く敬意を表し

ます。

（函館市北方民族資料館学芸員：

註

(1)函館市史編さん室、『函館市史都市・住文

化編』、198p-201p(1995)

(2)関秀志・中田幹雄・千代肇、明治期における

北海道の博物館（1）、北海道開拓記念館調査

報告

第29号、北海道開拓記念館、113法-139p（1990）

(3)『(財)函館市文化・スポーツ振興財団規定・

規則集』、Ip

(4)野村祐一、地域史研究はこだて第30号．

函館におけるアイヌ民族資料について思うこと、

函館市史編さん室、46p-49p(1999)

(5)児玉コレクションは平成10年までの寄贈資料

件数、その他の数値は昭和54年発行の『市立函

館博物館蔵品目録く1＞民族資料篇』による

(6)長谷部一弘、馬場コレクション研究一函館博

物館所蔵アイヌ民族資料いわゆる「馬場コレク

ショソ」について－、市立函館博物館研究紀要

第2号、市立函館博物館、1p-24p（1992）

(7)長谷部一弘、北方文化と二つのコレクショソ

ー馬場コレクション・児玉コレクションにつも‐

て－，「馬場・児玉コレクションにみる北の

民アイヌの世界」展図録、財団法人アイヌ文化

振興・研究推進機構、121p-133p（2000）

(8)清水恵、地域史研究はこだて第31号、覚

書・モイセイ馬場傭の生涯一北方民族研究にさ

さげた生涯一、函館市史編さん室、52p-66p

（2000）

(9)函館市北方民族資料館、『平津展山筆アイ

ヌ風俗十二ケ月昇風』、（1998）

m長谷部一弘、アリュートの皮舟、第9回特別

展「北方民族の船北の海をすすめ」図録、北

海道立北方民族博物館、45p-49p（1995）

(1Dウィリアム・ラフリン、『極北の海洋民ア

リュート』、六興出版、68p-70p（1986）

(1》間宮林蔵原著、大谷恒彦訳、『東鍵紀行』、

教育社、122p-144p（1981）

(1，馬場傭・姫野英夫、ひげべらについて、国指

定重要民俗資料「アイヌの生活用具コレクシ三

ソ」整理報告書第2篇北海道アイヌのひげべ

ら、市立函館博物館、22p-29p（1976）

CD萱野茂、『アイヌの民具』、すずさわ書店、

241p-244p（1978）

(n財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構、

『平成12年度財団の活動』（2001）
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市立函館博物館、
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表4．函館市北方民族資料館関係主催事業一覧

－21－

年度

(平成

10

事 業

事業名

市民講座「アイヌの技一服飾に見るアイヌ紋様

開館1周年記念講演会「北のシルクロード一山要

交易その歴史的意義

ミュージアム・トーク「アイヌ絵の世界．

ミュージアム・トーク「サハリン紀行

夏休み自由研究「北方民族の切り紙細工をしよう

ミュージアム・トーク「極北の海洋狩猟民族一ア
リュートー」

夏休み自由研究｢北方民族の切り紙；
冬休み自由研究「北方民族の切り紙；

｢THEMATERIAL-資料撮影と写真展一

ミュージアム・トーク「謎のオホーツク文化

夏休み自由研究「北方民族の切り紙細工をしよう

冬休み自由研究「北方民族の切り紙細工をしよう

｢THEMATERIAL-資料撮影と写真展一
親子体験教室「ムックリを作ろう

ミュージアム・トーク「北方民族の言葉の世界

｢アイヌの民話一

｢北方民族の切り紙細工をしよう

冬休み自由研究『北方民族の切り紙細工をしよう

親子体験教室「ムツクリを作ろう」（2回I
ミュージアム・トーク「シャマニズムの音の世界

－北方民族の芸能

｢アイヌの民話』

夏休み自由研究｢北方民族の切り紙細工をしよう

アイヌ文化をたずねて「白老・平取・静内ツアー

｢北方民族紋様凧づくりをしよう

ミュージアム・トーク「極北の民イヌイットの歴

史と現状

｢ムックリを作ろう」（2回
｢ムックリをならそう

｢アイヌ文化を学ぼう

夏休み自由研究｢北方民族の切り紙細工をしよう

アイヌ文化をたずねて「札幌ツアー

｢初めてのアイヌ刺しゅう

ミュージアム。コンサート「オキトンコリ演奏
今
云

ミュージアム・トー’

｢縄文にさぐるアイヌ文化の息吹

｢北方民族紋様凧づくりをしよう

｢ムックリを作ろう

工をしよう

工をしよう

講 師

児玉マリ（市立函館博物能
特別研究員：

佐々木史郎（国立民族学博

物館研究員）

佐々木利和（東京国立博物

館主任研究官：

大塚和義（国立民族学博物

館教授）

長谷部一弘

スチュアート･ヘンリ（目E

学園女子短大教授）

長谷部一弘

長谷部一弘

中村正明（富士写真ブイ鬼

ム(株)；

菊池徹夫(早稲田大学教授）

野村祐一（資

野村祐一（資料館学芸員）

山中

中川裕（千葉大学文学部教i

授；

中本ムツ子仔歳ｱｲﾇ文化｜
伝承保存会会長）
野村祐一（資ボ

野村祐一（資料1

山牛

谷本和之（北海道アイヌ

民族文化研究センター所長）

中本ムツ子（千歳アイヌ文ｲヒ

伝承保存会会長）

野村祐一（資維

主催日本旅行

秋山修世（はこだて日本の

凧の会事務局長）

岸上伸啓（国立民族学博物

館助教授）

山牛

村木美幸（(財)アイヌ民族
博物館）

中本ムツ子

伝承保懲会長）

(千歳アイヌ文ｲ’

野村祐一（資料館学芸員》
主催日本旅行

津田命子（(社)北海道ウタ
ﾘ協会学芸員）

加納沖（トンコリ奏者）

大島直之（伊達市教育委員会

文化財課長）

秋山修世（はこだて日本の凧
の会事務局長）

山中浩(工房YAMANAKA主宰）

旨(工房YAMANAKA主宰）

旨(工房YAMANAKA主宰；

昔(工房YAMANAKA主宰｝

館学芸員）

罰享雲員7可
官学芸員）’

匪至ヨヨ■

参加人謝
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年度

(平成

12

1《

事 業毛

｢アイヌ文化を学ぼう

夏休み自由研究｢北方民族の切り紙細工をしよう」
｢アイヌ紋様刺しゅう教室」

｢萱野茂講演会一アイヌの民具とともに歩んだ
40年一一

北方民族資料館コンサートrOKIwithMAREWREW

featuringUMEKOANDO」
ミュージアム・トーク「蝦夷錦と近世の北方交易』

冬休み自由研究「北方民族紋様凧づくり教室」

冬休み自室

修学旅行体験学習「ムツクリをつくろう」 ’

「アイヌ文化を学ぼう」

夏休み自由研究｢北方民族の切り紙細工をしよう」I
｢アイヌ紋様刺しゅう教室

「アイヌ紋様木彫り教室」

ミュージアム・トーク「函館のアイヌコレクショ

ン」

冬休み自由研究「北方民族紋様凧づくり教室」

冬休み自由研究「ムックリをつくろう．

修学旅行体験学習

開催）

｢ムックリ製作体験」（年間18回

｢アイヌ文化を学ぼう

夏休み自由研究｢：

｢アイヌ紋様刺しゅう教室．

｢アイヌ紋様木彫り教室」

ミュージアム・トーク「古代文化にみる北方諸民

族の交流

冬休み自由研究「北方民族紋様凧づくり教室一

冬休み自由研究「ムックリをつくろう

修学旅行体験学習「ムツクリ製作体験」（年間16厄
開催

修学旅行体験学習「ムックリ演奏側

肝究「ムックリをつくろう‐

上方民族の切り紙細工をしよう

更」

講 師

中本 ム ツ 子

伝承保1霊会長）

(千歳アイヌ文ｲヒ

渡辺文子（資料館学芸員）

加藤町子（アイヌ刺しゆ言

家）
陣
準
一
い

雪
三
室

オキ、安東ウメ子、鈴木キョ

シ、他

中村和之（北海道釧路湖陵
高校教諭）

秋 山 修 世

の…長）

(はこだて日本の凧

山中

山中

中本ムツ子

伝承保存会会長）

(千歳アイヌ文ｲI

渡辺文子（資料館学芸員》

上武やす子（アイヌ刺し垂

う研究家）

高野繁匿（アイヌ伝統工芸
家う

児玉マリ(市立函館博物館
特別研究員）

(はこだて日本の凧

山中浩(工房YAMANAKA主宰：

山中浩(工房YAMANAKA主宰：

中本ムツ子

伝承保存会会長）

(千歳アイヌ文ｲI

渡辺文子（資料館学芸員）

上武やす子（アイヌ刺し華

う研究家：

高野繁匿（アイヌ伝統工芸

家：
菊池俊彦（北海道大学文学

部教授）

(はこだて日本の凧

山牛

山中浩(工房YAMANAKA主宰〕

資料館職員

茂
長熊

(萱野茂‘二風谷アイヌ

昔(工房YAMANAKA主宰）

告(工房YAMANAKA主宰

昔(工房YAMANAKA主宰＞

参加人数
57

31

16

161
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74

7

17

241
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渡辺文子：函館市北方民族資料館13年の歩み

「
意

表5．平成5，12年度アンケートより意見・要望の抜粋

－23－

平成5年度

実施期間

5月1日
～

10月31日

回収率

8． 2 5 ％

平成12年度

実施期盾

4 月1日

3月31日

回収率

3．05％

①展示資料は興味深いものが多いのだが、個々にもっと詳しい解説をつけておけは

ｃ
Ｇ
６
Ｅ
Ｅ
Ｑ
Ｅ
Ｅ
晒
匝
砥
匝
匝
価
０
６
価

よいのにと思う

数年前に来館したときより資料が増え、内容が充実して大変わかりやすくなった
ユーカラを館内に流してはどうでしょうか

貴重な資料の1つ1つが沢山のことを伝えてくれることに改めて驚かされました

個々の展示物に対しての説明が少なく、わかりづらし、

もうちょっと子供にもわかるようにしてください

資料点数が少ないように思いますが、どうでしょう

BGMにアイヌの音楽や歌を流してみてはどうでしょう

資料の展示の仕方（企画？）とても良かった。特に解説文は、見るものに心温ま

る何かを与えてくれたようです

⑩展示の方法や説明がわかりやすいです。簡単で良いです

⑪広さの割に内容が不満。詳しい解説をつけて欲し､

⑫詳しい説明書きがあるともっとわかりやすくなると思います。展示はとても見や
すかったです

⑬展示資料をまとめた本が欲しい

⑭2年前にも1度訪れているのですが、一層展示内容が充実して見ごたえのあるも
のになったと思いました

貴重な資料ですが、大切に並べてあるだけでは民族の実像を実感できません

展示品にアイヌ語名を

展示品の説明付きのようなパンフレット（有料でも）を作って欲しい

見るだけではつまらない。実際にさわったり、身につけてみたりできるともつと

楽しくなると思与

①見やすく丁寧に展示されているという印象を受けました

②アイヌの現在にいたるまでの歴史の紹介があってもいし．

③2度目ですが、説明員の方のお話をきいて、とてもわかり、1度目とは比較にな

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲

らないくらい興味深く理解できました

もう少し説明書きが細かくあればと思いました

今後展示物が増えることを期待します。その時はまた来ます

ホームページはないのですか？

アイヌの方の現在の生活を知りたV

手で触れられるもの、レプリカがあればなお結構

展示品については充実しているが、解説が不足

単に資料を展示しておくだけの場所であっては欲しくない。もっと北方民族のこ
とを人々に伝える施設として運営に努力して欲しい

衣類や,生活については良くわかったが、歴史の部分が説明不尽

全体的にゆったりと余裕のある展示の仕方は大変見やすかった

もっと展示を増やして欲しい。スペース的に無理なのか1

展示品の名前を－中略－なぜアイヌ語で書かないの力

学習資料も置いて欲しい（中高生が来館してもわかりやすく、また資料入手のた

めにも：

もう少し写真を置いたりして、一般人も楽しめる資料館に

捧酒箆等、民具をどのように使っていたのか、詳しい説明が欲しい

写真等あればアイヌの人が存在していたという実感がもっとわくと思与

様々な展示物から当時の様子（生活・文化）を感じることができ大変勉強にな上
まし力

⑳小さい子供には難しい。ゲームとか体験など取り入れて、どんな世代でも理解で
きる内容であればと思いまて

見・要望
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霜村紀子：函館におけるデザイソ団体の活動について
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瀦訂噛雛の"連綴を守れ；
羽野栄－1980

観光ポスターはこだて
羽野栄－1977

道南の四季
羽野栄-1976頃
第2回醗デザｲﾅー ﾉ吟ブ
会員展出品

観光ポスタ一当別
羽野栄－1976
第2回函館デザｲﾅー ﾉ垢プ
会員展出品

青函博
遁碗…顕

ｰ

i工差 染 一
心
錠
狂

一
一

|・

生
み
曙

1.…
ｳﾘﾙも‐
…占'4

日本の芸能シリーズ能･狂言
青木時雄

観光ポスター江差
羽野栄一

蝶々
羽野栄一

青函博函館EXPO'88
羽野栄－1988

･作品名、作者、制作年、主な出品歴の順で記した。
･作品名が正確に分からないものは、作品に明記された文字を作品名とした。
･制作年は、作品に明記されたものを記し、出品歴が分かるものは出品年頃』
･作者が羽野栄一のものは、羽野栄氏所蔵・写真提供、作者力晴木時雄のも‘
青木アイ子氏所蔵。写真提供である。
｡『羽野栄一のデザイン』、羽野栄一アルバム、青木時雄アルバムを参考としｿ

品歴が分かるものは出品年頃とした
真提供、作者力晴木時雄のものは

青木時雄アルバムを参考とした。
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観光ポスターHAK叩ATE
羽野栄-1957
1957年日宣美展出品

観I光ポスターHakodate
羽野栄-1958
1958年日宣美展出品

紋展
羽野栄-1959
1959年日宣美展出品

a^Xi
●●

I殖
塵､＋

珠算大会 うNIPPON

グリム童話集
羽野栄-1962頃
第1回羽野栄一個展出品

Jazz

羽野栄-1962頃
第1回羽野栄一個展出品

珠算大会
羽野栄-1962頃
第1回羽野栄一個展出品

NIPPON

羽野栄-1962頃
第1回羽野栄一個展出品

11
!；
笈

。

■

、

r

ー？

① ｡

松
、 全

II'J

に
｢一一ー

必 一

北海道の古都シリーズ‘松前’
羽野栄-1965
1965年日宣美展出品

インド宝石展
羽野栄-1968
1968年日宣美展出品

3AILLUSTRATION

羽野栄-1973頃
第2回羽野栄一個展出品

写楽展
羽野栄-1973頃
第2回羽野栄一個展出品

付録ポスター原画調査一覧
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霜村紀子：函館におけるデザイン団体の活動について

日本宣伝美術会函館連絡所函館デザｲﾅー ・グループ
昭和32年1月函宣美より退会昭和45年7月1日結成

函館宣伝美術会
昭和28年7月25日結成

北方宣伝美術家集団
昭和22年10月15日結成

e●■缶■令●■■写.号

一
鶏
綱

’織総創壷護員蕊職撚職

雲蕊蕊塞蕊蕊

蕊雲霧豊
音！蕊謹識蕊蕊蕊蕊
"政次郎酒井保博＊．

斜
創
溌
青
臓
鑓
鐙
職
斎
毒
》
鱒
認
識
羽
墨
富
襲

迩謹員 醒圏4章君や……帝ﾜ面

瀧雲蕊
幽雲照;職：
慧薩蕊;溌
番蕪;;“職燕
藤喜塞職

繕塞蕊一章≦
講義蕊
雲蕊蕊
瀧雲霧

青誰時雄；
阿部義溌

羅霧
熊美蛎蕊
霜慧隆篭；

蕊蕊
嬢鶴
蕊縫
雲議雲
深;誉難鵠1
羽野栄篭；
繁蕊難明
塞橋義雄；
雲;議燕霜；
赫瀬霊記
柳館毒謹i
渡謹蛎表i
渡遡篭裳I

謂需霧譲霧冒

騨懲灘鍵
芥ﾉﾉﾉ政次郎
上山雲照
及川久雄
奥村理三郎
金田喜造
河村弘
神田正敏
菊地武安
笹谷岩男
中尾正

懲船木等 §bQ8II。

小野謙一 蕊蕪零潔黒酵

｢函館デザイン協会年表」『ビジュアルの荒地』より
｢昭和28年函宣美会員名簿」斜体は手書き

同年10月16日付函宣美「通達」より新会員

｢昭和29年函宣美会員名簿」

同年5月1日付函宣美「委員会決議報告」より新会員

同年10月17日函宣美「会報」第8号より新会員★は脱会
同年11月「第3回商業デザイン展」目録

同年12月20日付函宣美「会報」より新会員

昭和30年8月14日付函宣美「会報」より新会員
同年11月函宣美「秋季商業美術展」目録
昭和32年1月付函宣美「退会声明書」

鍾謹謹噌
＊1

〃〃

|lllllI
＊2

〃矛、､､､、､．
Pツツ、、ツツーー

＊3

蕊蕊翻

灘繍撚

※中川巌は羽野の記述に従い付加した。
※昭和30年版『函館道南人名録』「日本宣伝美術会函館支部」では、中山清ではなく
※西市茂男は昭和29年2月「第2回北洋博商業美術展」以降、名前が見当たらない。
※真壁ゆきをは昭和30年1月付「函宣美会員名簿」以降、名前が見当たらない。

小番大治を含む10名である。

付録北方宣伝美術会から函館デザイナー・グループまでの会員一覧
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跡
１
４
『
受
賞
に
輝
く
人
々
（
平
成
三
年
）
』

註
青
木
ア
イ
子
氏
、
角
谷
隆
一
氏
、
羽
野
栄
氏
に
は
、
資
料
提
供
お
よ

び
聞
き
取
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
栗
谷
川
悠
氏
、

亀
谷
隆
氏
に
は
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
献
収

集
に
は
、
函
館
市
市
史
編
さ
ん
室
、
市
立
函
館
図
書
館
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
市
立
函
館
博
物
館
学
芸
員
）

し
た
こ
た
だ
、
函
館
で
は
言
．
中
央
に
向
か
う
だ
け
で
は
な
く
、
羽
野
が

中
心
と
な
っ
て
、
郷
土
の
デ
ザ
イ
ン
活
動
の
あ
る
べ
き
姿
を
み
つ
め
、

後
進
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
、
函
館
の
デ
ザ
イ
ン
界
を
作
り
上
げ
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
み
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
羽
野
が
こ
の
姿
勢
を
貫
い
て

い
く
う
え
で
、
共
に
活
動
す
る
仲
間
で
あ
り
競
争
相
手
で
あ
る
会
員
た

ち
の
存
在
と
、
札
幌
で
活
躍
し
な
が
ら
常
に
函
館
の
活
動
を
支
援
す
る

栗
谷
川
の
存
在
も
大
き
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

今
後
は
、
羽
野
を
は
じ
め
と
す
る
個
々
の
作
家
に
焦
点
を
当
て
、
聞

き
取
り
と
作
品
の
所
在
調
査
な
ど
を
行
い
、
函
館
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン

活
動
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
日
宣
美
函
館
会
員
が

脱
会
し
た
後
の
函
宣
美
や
そ
れ
以
後
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
、
デ
ザ

イ
ン
協
会
と
会
員
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

再
録
平
成
四
年
北
海
道

上

主
要
参
考
文
献

『
日
本
デ
ザ
イ
ン
小
史
』
昭
和
四
五
年
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社

『
日
本
の
広
告
美
術
Ｉ
明
治
・
大
正
・
昭
和
１
１
ポ
ス
タ
ー
』

四
三
年
美
術
出
版
社

年
函
館
市

⑤
「
北
海
道
新
聞
」
昭
和
三
七
年
七
月
九
日
付

⑥
栗
谷
川
健
一
「
私
的
北
海
道
デ
ザ
イ
ン
小
史
」
昭
和
四
五
年

『
日
本
デ
ザ
イ
ン
小
史
』
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社

例
匠
秀
夫
『
物
語
昭
和
洋
画
壇
史
Ⅱ
』
平
成
元
年
形
文
社

⑧
今
田
敬
一
『
北
海
道
美
術
史
』
昭
和
四
五
年
北
海
道
立
美
術
館

友
の
会

側
山
名
文
夫
「
概
説
・
日
本
の
広
告
美
術
」
『
日
本
の
広
告
美
術
ｌ
明

治
・
大
正
・
昭
和
１
１
ポ
ス
タ
ー
』
昭
和
四
三
年
美
術
出
版
社

⑩
「
北
海
道
新
聞
」
昭
和
二
○
年
一
○
月
六
日
付

⑪
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
荒
地
か
ら
』
昭
和
六
二
年
函
館
デ
ザ
イ
ン
協

合
云

⑫
「
函
館
新
聞
」
昭
和
二
二
年
一
○
月
一
六
日
付
、
一
○
月
二
一
日
付

⑬
「
函
館
新
聞
」
昭
和
二
三
年
二
月
一
○
日
付

⑭
「
函
館
新
聞
」
昭
和
二
四
年
三
月
三
○
日
付

⑮
板
橋
義
夫
「
日
宣
美
創
立
前
後
」
昭
和
四
五
年
『
日
本
デ
ザ
イ

ン
小
史
』
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社

⑬
『
日
宣
美
の
時
代
』
平
成
一
二
年
ト
ラ
ソ
ス
ア
ー
ト

⑰
一
九
五
七
年
版
『
北
海
道
年
鑑
』
昭
和
三
一
年
北
海
道
新
聞
社

⑱
一
九
六
三
年
版
『
北
海
道
年
鑑
』
昭
和
三
七
年
北
海
道
新
聞
社昭

和
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正
記
、
柳
館
孝
書
也
．
渡
会
明
夫
渡
辺
一
夫
で
あ
っ
た
季

デ
ザ
イ
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
四
九
年
四
月
に
規
約
を
改
め
可
こ

れ
ま
で
の
委
員
合
議
制
か
ら
、
初
め
て
会
長
、
事
務
局
制
を
施
し
、
会

長
に
羽
野
、
副
会
長
に
青
木
、
幹
事
に
金
田
、
高
野
、
中
村
、
事
務
局

長
に
角
谷
、
副
事
務
局
長
に
野
尻
が
就
く
。
二
月
に
第
一
回
会
員
展

を
和
光
で
開
催
す
る
。
昭
和
五
一
年
三
月
に
第
二
回
会
員
展
、
翌
年
に

第
三
回
会
員
展
を
⑬
今
井
で
開
催
し
て
い
る
が
、
五
四
年
に
は
約
半
数

が
退
会
し
、
四
月
に
「
函
館
デ
ザ
イ
ン
協
会
」
と
改
称
し
、
会
長
は
羽

野
、
事
務
局
長
に
石
川
、
角
谷
、
影
井
、
小
畠
、
木
村
、
中
村
、
平
野
、

大
矢
、
村
瀬
の
会
員
で
再
発
足
す
る
。

昭
和
六
二
年
、
デ
ザ
イ
ン
協
会
は
、
北
方
宣
美
か
ら
数
え
て
創
立
四

○
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
を
行
う
。
こ
の
こ
ろ
に
は
会
員
も
二
倍
に

増
え
て
き
て
い
た
。
し
か
し
、
平
成
二
年
に
羽
野
が
死
去
し
、
核
を
失
っ

昭和49年、
11月

第1回函館デザイナーグループ会員展
1日～5日、和光において開催。

〈青木アイ子氏蔵＞

ナ
終
わ
↓
一
に

函
館
の
デ
ザ
イ
ソ
に
関
わ
る
活
動
に
つ
い
て
‘
戦
後
を
中
心
と
し
て

一
通
り
た
ど
っ
て
み
た
。
戦
前
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
資
料
や
作

品
が
不
足
し
て
お
り
、
引
き
続
き
調
査
を
行
い
た
い
。

戦
後
の
函
館
で
は
、
比
較
的
早
い
段
階
で
北
方
宣
美
の
結
成
に
よ
り

活
動
が
始
ま
る
が
、
日
宣
美
が
結
成
さ
れ
、
全
国
的
な
組
織
と
な
っ
て

次
第
に
権
威
し
て
い
く
と
、
デ
ザ
イ
ン
界
が
日
宣
美
と
い
う
権
威
の
も

と
に
、
一
極
集
中
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
地

方
は
日
宣
美
に
向
か
い
、
日
宣
美
は
中
央
と
地
方
と
の
格
差
を
な
く
す

た
め
に
普
及
活
動
を
行
っ
た
。
函
館
の
日
宣
美
会
員
た
ち
、
そ
れ
に
続

く
若
手
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
も
登
竜
門
と
し
て
、
日
宣
美
全
国
展
を
目
指

た
デ
ザ
イ
ソ
協
会
は
、
数
年
後
に
活
動
を
停
止
し
て
い
る
。

昭和51年、第2回函館デザイナーグループ会員展
3月11日～18日、②今井において開催。

〈青木アイ子氏蔵＞

司

口

l守

『

声
．

昭和52年、第3回函館デザイナーグループ会員展
4月14日～19日、②今井において開催。

〈青木アイ子氏蔵＞
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募
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
函
宣
美
は
創
立
会
員
が
抜
け
、
若
手
会
員

と
中
高
生
の
作
品
発
表
の
場
と
い
う
全
体
的
に
若
返
っ
た
印
象
を
受
け

る
。

ま
た
、
昭
和
三
七
年
五
月
に
は
、
「
商
業
デ
ザ
イ
ン
五
人
展
」
が
二

二
日
か
ら
三
一
日
ま
で
膳
森
屋
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
五
月
二
三
日
付

の
「
北
海
道
新
聞
」
に
は
、
「
函
館
宣
伝
美
術
協
会
に
属
し
て
い
る
新

進
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
（
中
略
）
松
田
政
己
、
中
村
博
和
、
渡

辺
悌
治
、
勝
山
正
国
、
高
野
悦
造
の
五
氏
。
い
ず
れ
も
市
内
の
印
刷
会

社
な
ど
に
働
き
な
が
ら
商
業
美
術
を
研
究
し
て
い
る
人
た
ち
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

第9回函宣美展
④今井において開催。

〈市方函館図書館蔵＞

昭和35年、
8月24日～28日、

年
に
一
回
の
割

合
で
、
会
員
展

お
よ
び
公
募
展

を
開
催
し
て
い

る
こ
と
が
分
か

る
。
デ
ザ
イ
ン

を
志
す
者
に
は
、

新
人
の
登
竜
門

と
し
て
日
宣
美

全
国
展
が
あ
り
、

ま
た
日
宣
美
北

海
道
地
区
公
募

展
な
ど
応
募
の

場
が
増
え
て
き

た
こ
と
が
あ
り
、

函
宣
美
の
ポ
ス

タ
ー
公
募
展
は

学
生
中
心
の
応

け
、
若
手
会
員

五
日
宣
美
解
散
と
函
館
デ
ザ
イ
…
ナ
…
！
ゲ
ル
…
プ
の
結
成

日
宣
美
は
昭
和
四
○
年
こ
ろ
か
ら
「
沈
滞
」
が
叫
ば
れ
、
日
宣
美
の

あ
り
方
に
つ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
。
次
第
に
学
生

運
動
が
盛
ん
に
な
り
可
美
術
系
大
学
、
専
門
学
校
も
「
全
共
闘
運
動
」

に
加
わ
っ
た
。
昭
和
四
四
年
、
叛
デ
ザ
イ
ン
同
盟
の
集
会
か
ら
、
日
宣

美
粉
砕
共
闘
が
結
成
さ
れ
、
日
宣
美
展
の
公
募
審
査
初
日
に
乱
入
し
、

「
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ン
シ
ャ
ン
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
日
宣
美
」
の
姿
を
露
呈

し
粉
砕
す
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
て
、
公
募
展
の
審
査
は

中
止
と
な
り
１
緊
急
総
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
年
、
日
宣
美
展
は
中
止

と
な
り
、
全
国
総
会
を
開
催
し
、
日
宣
美
の
現
状
と
澗
錨
点
に
つ
い
て

論
議
が
重
ね
ら
れ
、
「
日
宣
美
解
散
」
が
発
表
さ
れ
た
。

函
館
の
日
宣
美
会
員
は
、
協
会
年
表
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
受
け

て
、
直
ち
に
再
組
織
、
昭
和
四
五
年
七
月
一
日
に
、
「
函
館
デ
ザ
イ
ナ
ー

グ
ル
ー
プ
」
を
結
成
す
る
。
こ
れ
を
機
に
新
人
の
入
会
を
求
め
補
強
が

計
ら
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
羽
野
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
地
位
と
資
質

の
向
上
の
た
め
に
は
集
団
と
な
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま

た
、
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
の
卒
業
生
や
、
活
動
が
尻
す
ぽ
み
に
な
っ
た
で

あ
ろ
う
函
宣
美
の
会
員
た
ち
と
、
活
動
の
場
を
必
要
と
す
る
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
会
員
は
、
青
木
時
雄
、
阿
部
立
、
石
川

慎
三
、
小
畠
昭
一
、
大
矢
明
、
角
谷
隆
一
、
影
井
賢
、
金
田
喜
造
、
勝

山
正
国
、
木
村
俊
彦
、
久
保
伸
幸
、
高
野
悦
造
、
鍋
島
金
一
、
野
尻
勉
、

灰
谷
邦
子
、
羽
野
栄
一
、
平
野
利
明
、
三
橋
義
雄
、
三
方
太
祐
、
村
瀬

函
宣
美
と
し
こ
う
団
体
は
昭
満
三
○
年
代
後
学
ま
で
は
存
・
在
；
頁
・
《
言
三

展
お
よ
び
公
募
展
を
行
っ
て
い
る
が
、
「
尻
す
ぼ
み
」
と
い
う
言
葉
を

信
ず
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
会
員
の
中
で
も
小
さ
な
集
団
や
個
人
で
活
動

す
る
機
会
が
増
え
、
次
第
に
展
覧
会
が
不
定
期
に
な
る
な
ど
し
て
、
次

第
に
ま
と
ま
り
を
欠
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
…
与
鴛
一
き
た
」
三
函
館
デ
ザ
イ
ゴ
ン
｜
研
空
所
機
関
紙
一
…
｜
』
に
は
一
過
野
か

「
私
の
感
慨
」
と
題
し
て
、
「
函
館
の
デ
ザ
イ
ン
人
口
の
稀
薄
さ
、
層

の
う
す
さ
、
そ
し
て
無
気
力
さ
を
苦
に
し
て
い
た
」
と
し
、
デ
ザ
イ
ン

を
理
解
し
た
人
々
を
社
会
に
送
り
出
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
デ
ザ
イ
ン

活
動
が
生
ま
れ
、
郷
土
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
開
花
に
期
待
す
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
角
谷
は
事
務
局
長
と
し
て
就
任
し
て
お
り
、
栗

谷
川
は
前
掲
の
機
関
紙
で
、
「
彼
（
羽
野
）
の
親
友
で
あ
る
角
谷
君
と

の
名
コ
ン
ビ
が
、
こ
こ
ま
で
も
っ
て
来
た
の
だ
」
と
、
羽
野
を
支
え
る

角
谷
の
存
在
が
大
き
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
師
の
阿
部
は
、

羽
野
と
は
⑬
今
井
の
先
輩
後
輩
で
あ
り
、
羽
野
は
阿
部
に
対
し
て
、
後

継
者
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
特
別
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

羽
野
と
阿
部
は
、
日
宣
美
展
の
出
品
か
ら
も
、
実
力
が
評
価
さ
れ
て

い
る
二
人
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
デ
ザ
イ
ン
誌
『
ア
イ
デ
ア
』
の

日
宣
美
展
特
集
号
に
み
ら
れ
る
会
員
出
品
者
一
覧
と
作
品
か
ら
可
昭
和

三
八
年
の
第
一
三
回
か
ら
昭
和
四
三
年
の
第
一
八
回
ま
で
の
函
館
勢
の

出
品
者
と
作
品
を
挙
げ
て
み
る
。

第
一
三
回
成
沢
光
雄
「
函
館
労
音
音
楽
会
」

第
一
四
回
該
当
な
し

第
一
五
回
阿
部
立
「
ト
シ
コ
・
マ
リ
ャ
ー
ノ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
」

成
沢
光
雄
「
昌
○
の
巴
ｚ
ｏ
餌
置
烈
炉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

羽
野
栄
一
「
北
海
道
の
古
都
シ
リ
ー
ズ
，
松
前
‐
」

第
一
六
回
阿
部
立
「
ガ
ー
シ
ュ
ウ
イ
ソ
の
夜
」

第
一
七
回
阿
部
立
「
演
奏
会
〈
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ソ
ス
キ
ー
の
夜
〉
」

「
秋
の
北
海
道
」

成
沢
光
雄
「
北
海
道
」

第
一
八
回
阿
部
立
「
モ
ダ
ン
・
バ
レ
ー
公
演
」

羽
野
栄
一
「
イ
ソ
ド
宝
石
展
」

こ
の
よ
う
に
：
会
員
の
作
品
で
あ
れ
選
考
さ
、
龍
る
日
宣
美
展
で
函

館
か
ら
出
品
し
て
い
る
の
は
、
阿
部
、
成
沢
、
羽
野
の
三
名
で
あ
っ
た
。

成
沢
に
関
し
て
は
、
昭
和
四
○
年
の
第
一
五
回
展
か
ら
、
北
海
道
新
聞

社
編
集
局
図
案
課
勤
務
と
な
り
、
札
幌
か
ら
の
出
品
と
な
っ
て
い
る
。

羽
野
が
研
究
所
を
創
立
し
た
年
に
、
日
宣
美
は
全
国
を
一
つ
と
し
た

組
織
改
革
を
行
い
、
形
の
上
で
は
地
方
へ
の
デ
ザ
イ
ン
の
啓
蒙
は
完
了

し
て
い
る
。
こ
の
研
究
所
に
は
、
東
京
や
札
幌
の
動
き
を
見
据
え
な
が

ら
、
函
館
に
こ
だ
わ
る
羽
野
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
栗
谷
川
と
羽
野

に
は
、
地
方
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
、
個
人
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
集

団
を
ま
と
め
、
後
進
を
育
成
し
、
デ
ザ
イ
ン
人
口
を
広
げ
、
社
会
に
対

す
る
一
つ
の
動
き
を
作
っ
て
い
く
姿
勢
が
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

日
宣
美
函
館
は
昭
和
四
○
年
に
は
、
函
館
市
文
化
団
体
協
議
会
に
加

入
し
、
函
館
市
文
化
祭
に
も
参
加
し
、
四
三
年
の
ア
ー
ト
ハ
プ
ニ
ソ
グ

シ
ョ
ー
に
出
演
し
た
り
、
翌
年
に
は
会
員
合
作
で
「
写
楽
」
を
出
品
す

る
と
い
っ
た
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
函
宣
美
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
羽
野
は
後
に
、
「
（
函
宣
美

は
）
当
時
は
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
総
勢
釦
何
名

と
い
う
大
所
帯
で
す
。
函
宣
美
は
そ
の
後
主
な
会
員
が
「
日
宣
美
」
に

入
会
才
涌
孤
が
増
え
て
尻
す
ぼ
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
る
。
現
在
分
か
っ
て
い
る
範
囲
で
は
、
第
九
回
函
宣
美
展
が
、
昭

和
三
五
年
八
月
二
四
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
④
今
井
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
八
月
二
五
日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
に
は
、
「
会
場
に
は
デ
パ
ー

ト
、
印
刷
、
広
告
関
係
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
市
内
の
商
業
デ

ザ
イ
ナ
ー
二
十
五
人
の
ポ
ス
タ
ー
や
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
約
五

十
点
が
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
の
濃
い
作
品
が
多
く

（
一
旬
マ
）

親
し
み
や
す
。
い
ま
た
全
市
中
学
、
高
校
ポ
ス
タ
ー
公
募
展
に
応
募
し

た
生
徒
た
ち
の
作
品
四
十
点
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
か

ら
、
こ
の
段
階
で
は
会
員
数
は
さ
ほ
ど
減
少
す
る
こ
と
は
な
く
、
ほ
ぼ
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栄
一
氏
の
会
員
：
石
膿
慎
三
な
ど
公
募
西
氏
」
か
入
選
ｉ
｜
’
て
い
る
薯
公

募
展
全
体
と
し
て
の
印
象
は
、
二
月
二
五
日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
に

は
竹
岡
の
記
名
で
勺
「
搬
入
五
百
十
九
点
と
い
う
予
想
を
上
回
る
数
字

は
こ
の
試
み
の
成
功
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
陳
列
さ
れ
て
い
る
入
選
、

受
賞
作
を
み
る
と
、
数
だ
け
で
は
な
く
質
の
う
え
で
も
思
っ
た
よ
り
高

い
も
の
が
あ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
（
中
略
）
八
十
点
あ
ま
り
の
一
般

の
作
品
と
二
十
点
ば
か
り
の
会
員
の
作
品
と
、
区
別
な
く
一
機
に
並
べ

ら
れ
な
が
ら
、
全
体
の
水
準
に
さ
ほ
ど
の
高
低
が
な
い
。
展
覧
会
と
し

て
も
密
度
の
細
か
い
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
ま
ず
ま
ず
好
評

で
あ
る
。
次
に
「
も
う
一
つ
訴
え
て
く
る
力
に
欠
け
る
」
こ
と
、
「
思

い
切
っ
て
新
人
の
発
表
の
場
を
多
く
与
え
た
と
こ
ろ
に
意
義
の
あ
る
こ

ん
ど
の
展
覧
会
だ
け
に
、
新
人
た
ち
も
そ
れ
に
こ
た
え
て
、
単
な
る
達

者
な
技
術
以
上
の
、
新
鮮
な
考
え
方
を
大
胆
に
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
次
回
へ
の
期
待
を
込
め
て
、
問
題
点
を
示
し
て
い
る
。
北
海
道
地
区

公
募
展
は
昭
和
三
八
年
に
第
二
回
展
、
四
○
年
に
第
三
回
展
を
開
催
し

て
い
る
。

ま
た
函
館
で
は
、
昭
和
三
七
年
五
月
一
九
日
、
日
宣
美
東
京
会
員
の

勝
井
三
雄
剛
杉
浦
康
平
を
講
師
に
は
招
き
、
「
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
を
商

工
会
議
所
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
宣
美
全
国
展
や
北
海
道
地
区
展
が
行
わ
れ
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
い
う
職
業
が
確
立
し
て
き
た
か
に
受
け
取
れ
る
。
し
か
し
‘

実
体
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
三
五
年
四
月
三
日
付
の
「
北
海
道

新
聞
」
に
、
「
新
商
売
登
場
」
と
題
し
て
、
「
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
羽

野
栄
一
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
「
中
央
の
一
流
ど
こ
ろ
に

な
る
と
月
収
五
十
万
円
、
ア
ト
リ
エ
を
建
て
自
家
用
車
を
乗
り
回
し
て

い
る
人
も
い
る
と
い
う
が
、
函
館
の
場
合
は
宣
伝
に
大
金
を
つ
ぎ
込
む

ほ
ど
の
業
者
が
少
な
い
」
と
実
情
を
訴
え
て
い
る
。
函
館
な
ど
の
地
方

に
お
い
て
は
、
や
っ
と
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
独
立
し
て
看
板
を
あ
げ
た

丞
一
の
の
一
商
業
デ
ザ
イ
シ
〈
の
認
識
は
ま
だ
ま
だ
低
」
い
の
で
あ
る
》

昭
和
三
七
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
ま
と
め
た
第
一
回
個
展
が
、

三
月
二
七
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
、
鱈
森
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
こ

ろ
函
館
で
は
、
羽
野
栄
一
が
デ
ザ
イ
ン
界
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
第

一
人
者
と
な
っ
て
い
た
。
羽
野
は
昭
和
三
○
年
に
函
館
⑬
今
井
企
画
宣

伝
部
を
退
社
し
、
フ
リ
ー
で
活
動
し
て
い
た
。
図
録
『
羽
野
栄
一
の
デ

ザ
イ
ン
』
が
制
作
さ
れ
、
栗
谷
川
か
ら
「
〃
は
こ
だ
て
〃
の
羽
野
さ
ん
を

た
た
え
る
」
と
い
う
文
章
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
で
は
、

「
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
で
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
〃
は
こ
だ
て
〃
は
云
え

な
い
（
中
略
）
経
済
的
な
面
か
ら
見
れ
ば
と
う
に
逃
げ
出
し
て
普
通
で

あ
る
。
し
か
し
羽
野
さ
ん
は
函
館
に
い
る
」
と
、
二
五
年
来
の
つ
き
あ

い
の
羽
野
の
活
躍
に
対
す
る
祝
福
と
敬
意
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
日

宣
美
中
央
事
務
局
長
の
板
橋
義
夫
も
文
章
を
寄
せ
、
「
函
館
市
で
は
デ

ザ
イ
ン
に
関
す
る
個
展
は
初
の
こ
と
で
あ
り
（
中
略
）
規
模
の
如
何
に

か
坐
わ
ら
ず
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
函

館
で
初
め
て
商
業
デ
ザ
イ
ン
の
個
展
」
で
あ
る
。
個
展
に
際
し
て
、
文

章
を
寄
せ
た
栗
谷
川
は
こ
の
年
四
月
、
北
海
道
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
を
札

幌
に
開
所
す
る
。
講
師
は
日
宣
美
会
員
を
中
心
と
し
た
一
六
人
で
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
養
成
と
、
一
プ
ザ
ィ
ソ
感
覚
を
持
っ
た
社
会
弧
増
成
を
目
的

と
す
る
研
究
所
は
北
海
道
初
の
も
の
で
、
話
題
と
な
っ
た
。

羽
野
も
ま
た
、
昭
和
四
一
年
に
は
「
函
館
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
」
を
創

立
す
る
。
顧
問
に
、
板
橋
義
夫
、
栗
谷
川
健
一
、
所
長
に
羽
野
、
事
務

局
長
に
角
谷
、
講
師
に
は
日
宣
美
会
員
で
あ
り
、
⑬
今
井
後
輩
の
阿
部

立
、
函
宣
美
会
員
の
泉
重
彦
ほ
か
、
岩
船
修
三
や
木
村
良
と
い
っ
た
画

家
、
写
真
の
面
で
渋
谷
四
郎
な
ど
の
名
が
み
ら
れ
る
。
羽
野
は
、
北
方

宣
美
の
結
成
か
ら
、
常
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
地
位
と
資
質
の
向
上
を
高
め

る
こ
と
、
ま
た
自
ら
が
知
識
と
技
術
に
磨
き
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

集
団
と
し
て
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
、
そ
の
ま
と
め
役
を
果
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霜村紀子：函館におけるデザイン団体の活動について

る
に
一
…
分
な
美
Ｌ
し
作
爺
が
多
く
皇
絵
画
展
と
は
違
一
－
た
花
や
カ
な
ふ

ん
い
気
で
人
気
を
集
め
て
い
る
。
な
お
同
会
で
は
十
九
日
午
後
一
時
半

か
ら
函
館
商
工
会
議
所
で
札
幌
か
ら
栗
谷
川
健
一
氏
を
講
師
に
招
き

『
宣
伝
美
術
一
日
学
校
』
を
開
く
」
と
あ
る
。
目
録
を
み
る
と
、
函
館

会
員
で
は
、
阿
部
、
鍋
島
、
羽
野
が
出
品
し
て
い
る
。

こ
の
年
、
札
幌
で
は
北
海
道
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年

版
お
よ
び
一
九
六
○
年
版
『
北
海
道
年
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
札
幌
で
は
前

年
か
ら
「
各
会
場
の
デ
ザ
イ
ン
、
宣
伝
に
は
本
道
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち

が
大
量
に
参
加
し
て
強
力
な
推
進
体
と
な
」
り
、
博
覧
会
に
向
け
て
活

動
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
が
日
宣
美
北

海
道
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
宣
美
北
海
道
で
は
こ
の
年
四
月
全
国
初
の
試

み
と
し
て
、
「
日
宣
美
北
海
道
友
の
会
」
の
設
立
を
斡
旋
し
、
新
人
の

育
成
に
乗
出
し
て
い
る
。
翌
年
二
月
に
は
、
日
宣
美
に
よ
る
「
第
一
回

商
業
デ
ザ
イ
ソ
講
座
」
が
札
幌
商
工
会
議
所
で
開
催
さ
れ
、
中
央
委
員

の
山
城
隆
一
、
河
野
鷹
思
、
伊
藤
憲
司
、
勝
見
勝
、
栗
谷
川
健
一
ら
が

講
師
に
あ
た
っ
た
。
二
月
に
は
、
三
四
年
度
北
海
道
新
聞
文
化
賞

（
社
会
文
化
賞
）
が
札
幌
在
住
の
宣
伝
美
術
家
栗
谷
川
健
一
に
贈
ら
れ

た
。
こ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
界
へ
の
世
の
認
識
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
意

味
し
て
い
る
。
函
館
だ
け
で
は
な
く
、
北
海
道
の
デ
ザ
イ
ン
界
全
体
に

活
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

昭
和
三
四
年
も
ま
た
、
札
幌
、
函
館
二
会
場
で
日
宣
美
全
国
展
が
開

催
さ
れ
た
。
函
館
は
二
月
一
○
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
⑰
今
井
を
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。
二
月
一
○
日
付
「
北
海
道
新
聞
」
で
は
、
「
ざ

ん
新
な
デ
ザ
イ
ソ
と
美
し
さ
の
調
和
し
た
ポ
ス
タ
ー
、
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
優
秀
作
が
多
く
、
内
容
的
に
も
充
実
ぶ

り
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
五
九
年
度
日
宣
美
会
員
賞
を
獲
得
し
た
田

中
一
光
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、
地
元
の
会
員
た
ち
の
力
作
も
並

び
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

昭
和
三
五
年
二
月
、
「
第
二
回
商
業
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
は
板
橋
義
夫
、

大
橋
正
、
亀
倉
雄
策
、
原
弘
、
栗
谷
川
健
一
、
上
野
荘
夫
、
剣
持
勇
の

七
人
を
講
師
を
迎
え
て
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
。
一
九
六
一
年
版
『
北

海
道
年
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
「
講
義
と
討
論
を
行
い
大
き
な
収
穫
が
あ
っ

た
。
こ
の
催
し
は
本
道
の
宣
伝
美
術
界
に
お
い
て
は
重
要
な
役
割
り
を

受
け
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
こ
の
年
は
世
界
デ
ザ
イ
ソ
会
議
が
行
わ

れ
、
日
宣
美
は
創
立
一
○
周
年
を
迎
え
、
一
つ
の
区
切
り
の
年
と
な
っ

た
。
デ
ザ
イ
ソ
に
対
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
再
検
討
が
行
わ
れ
る

段
階
と
な
っ
た
。
日
宣
美
も
ま
た
問
わ
れ
る
立
場
へ
と
移
行
す
る
。

こ
の
年
か
ら
、
日
宣
美
全
国
展
は
北
海
道
で
は
札
幌
一
会
場
に
一
戻
り
、

以
降
昭
和
四
三
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
。

翌
三
六
年
は
日
宣
美
北
海
道
は
創
立
一
○
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を

記
念
し
て
、
新
た
に
「
北
海
道
地
区
日
宣
美
公
募
展
」
を
試
み
て
い
る
。

昭和36年、日宣美北海道公募展
4月14日～19日、彩華において開催。
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産
を
試
み
て
い
る
》

二
月
二
一
日
か
ら
二

六
日
ま
で
、
札
幌
⑬

今
井
で
開
催
さ
れ
、

そ
の
後
四
月
に
は
函

館
に
巡
回
し
て
い
る
。

「
函
館
デ
ザ
イ
ン
協

会
年
表
」
に
は
、

「
函
館
会
員
並
び
に
、

函
館
勢
が
応
募
他
数

上
位
入
選
す
る
」
と

あ
り
、
四
月
一
五
日

付
「
北
海
道
新
聞
」

に
よ
れ
ば
「
函
館
の

鍋
島
金
一
、
成
沢
光

雄
、
阿
部
立
、
羽
野
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る
に
至
り
、
二
つ
の
相
似
た
団
体
に
所
属
す
る
所
の
我
々
は
事
毎
に
不

自
由
と
負
担
の
過
重
を
痛
感
す
る
に
至
」
っ
た
経
緯
を
示
し
、
理
由
は

三
つ
挙
げ
ら
れ
た
。
コ
は
前
述
の
通
り
、
同
一
の
人
間
が
同
時
に

二
つ
の
団
体
の
福
利
を
考
え
行
動
す
る
二
重
性
格
の
煩
雑
さ
」
、
「
二

は
日
宣
美
の
主
張
す
る
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
、
我
々
は
支
持
遂
行
し
た

い
こ
と
」
、
「
三
は
二
者
双
立
が
理
想
的
態
勢
で
あ
る
こ
と
」
と
し
、

八
名
の
退
会
は
他
の
会
員
に
理
解
さ
れ
、
円
満
な
分
立
と
な
っ
た
。
昭

和
三
○
年
の
日
宣
美
全
国
展
に
函
館
会
員
八
名
が
初
出
品
し
て
好
評
を

博
し
、
新
井
静
一
郎
か
ら
祝
辞
が
送
ら
れ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
ろ
、
日
宣
美
函
館
支
部
は
「
日
宣
美
函
館
連
絡

所
」
（
以
下
「
日
宣
美
函
館
」
）
と
改
称
す
る
。
昭
和
三
一
、
三
二
年

頃
は
角
谷
が
、
昭
和
三
三
か
ら
四
二
年
頃
ま
で
羽
野
、
そ
の
後
は
阿
部

が
、
日
宣
美
北
海
道
地
区
委
員
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

三＝

．ー

：！
区一

昭和31年、日宣美展か
2月1日～4日、札幌④今井において開催。
前列左から、角谷隆一、青木時雄、阿部立。
後列左から、羽野栄一、成沢光雄。

〈青木アイ子氏蔵＞

４
｜
全
軍
後
ぴ
言
宣
美
函
館
と
函
宣
萎

昭
和
三
三
年
、
一
○
月
「
１
９
５
８
札
幌
展
」
に
続
き
、
初
の
「
１

９
５
８
函
館
展
」
が
二
月
一
八
日
か
ら
二
三
日
ま
で
④
今
井
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
日
宣
美
函
館
が
「
地
元
作
家
の
志
気
の
昂
揚
を
計
る
」

た
め
に
、
日
宣
美
全
国
展
を
招
致
し
た
も
の
で
、
「
六
大
都
市
以
外
で

捕
雅
し
た
の
は
、
函
館
の
み
と
あ
っ
て
世
評
賞
賛
を
受
け
」
た
と
い

う
。
こ
の
年
の
『
日
宣
美
全
国
展
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
日
宣
美
の
事
務

所
は
、
東
京
の
中
央
事
務
所
、
東
京
事
務
所
、
大
阪
事
務
所
、
中
部
事

務
所
、
九
州
事
務
所
、
北
海
道
事
務
所
の
六
カ
所
、
そ
の
ほ
か
に
岐
阜

連
絡
所
、
豊
橋
連
絡
所
、
福
岡
連
絡
所
、
函
館
連
絡
所
が
あ
る
。
北
海

道
の
会
員
数
は
、
札
幌
一
六
名
と
函
館
八
名
、
計
二
四
名
で
あ
る
。

二
月
一
九
日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
に
は
「
日
本
の
商
業
美
術
の

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
作
家
の
作
品
を
集
め
た
日
本
宣
伝

美
術
会
全
国
展
が
十
八
日
か
ら
函
館
丸
井
デ
パ
ー
ト
で
開
か
れ
た
。
出

一一一一

ー

昭和33年、日宣美全国展
11月18日～23日、函館④今井において開催。

〈市立函館図書館蔵＞

品
は
こ
と
し
応
募
し

た
三
千
余
点
の
う
ち

か
ら
入
選
し
た
百
六

十
三
点
と
全
国
会
員

の
作
品
三
百
二
十
九

点
。
観
光
、
商
業
ポ

ス
タ
ー
を
は
じ
め
レ

コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

表
紙
な
ど
最
近
先
進

国
と
一
眉
を
並
べ
る
ま

で
に
向
上
し
た
と
い

う
わ
が
国
の
デ
ザ
イ

ソ
レ
ベ
ル
を
裏
づ
け
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致
し
－
１
９
５
３
北
海
道
展
」
を
札
幌
⑬
今
井
で
開
催
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
「
１
９
５
４
北
海
道
展
」
、
「
１
９
５
５
北
海
道
展
」
、

「
１
９
５
６
北
海
道
展
」
、
「
１
９
５
７
北
海
道
展
」
を
札
幌
で
開
催

す
る
。
そ
の
ほ
か
に
北
海
道
地
区
会
員
で
、
昭
和
二
九
年
に
は
「
三
色

デ
ザ
イ
ン
展
」
を
開
催
し
、
札
幌
②
今
井
、
函
館
鱈
森
屋
、
小
樽
⑰
今

井
を
巡
凹
孔
、
三
○
年
に
は
「
カ
レ
ン
ダ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
展
」
を
開
催

し
て
い
る
。
日
宣
美
函
館
支
部
の
会
員
は
、
日
宣
美
展
に
は
、
札
幌
に

全
会
員
で
向
か
う
な
ど
し
て
お
り
、
活
発
化
し
て
い
く
二
つ
の
団
体
に

お
い
て
、
活
動
を
両
立
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
昭
和

三
二
年
一
月
、
角
谷
・
青
木
・
斎
藤
喜
・
鍋
島
・
阿
部
・
斎
藤
三
・
羽

野
・
成
沢
の
八
名
は
連
名
で
、
函
宣
美
宛
に
退
会
届
け
を
提
出
し
、
同

時
に
経
緯
と
理
由
を
「
退
会
声
明
害
」
（
図
２
）
で
発
表
す
る
。

声
明
書
に
は
日
宣
美
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
「
函
館
の
後
進
性
を
憂
う

る
の
余
り
」
に
参
加
し
た
が
、
「
両
団
体
の
重
要
性
が
日
毎
に
増
大
す

一「

蕊
野
■ト弓

&
一マ

－ ．

第6回函宣美展
③今井において開催。

〈青木アイ子氏蔵＞

昭和31年、
9月19日～23日、

い
函
館
広
告
協
会
と

辻
擢
℃
、
ス
ポ
ソ
サ
ー

料
支
払
い
の
件
で
問

題
が
生
じ
た
こ
と
な

ど
も
影
響
し
て
い
る

の
か
、
協
賛
者
は
新

聞
社
・
印
刷
会
社
・

放
送
局
・
青
年
会
議

所
な
ど
会
社
単
位
と

一
方
、
日
宣
美
北

海
道
地
区
は
、
昭
和

二
八
年
に
は
じ
め
て

日
宣
美
全
国
展
を
招

な
っ
て
い
る
。

標
記
の
件
に
閥
し
右
八
壷
唯
こ
こ
に
速
名
竃
以
て
別
縫
退
会
属
け
を
提
出
し
胸
時
に
奴
に
そ
の
縫
緯
と
竃
由
を
発
表
し
現
愛
な
る
金
貝
脂
氏

の
樺
賛
同
を
得
ん
と
十
る
も
の
で
あ
り
士
十
。

か
つ
て
我
々
に
、
戦
後
逸
早
く
、
北
海
逆
文
伝
典
折
家
纂
団
を
結
嘆
と
木
道
の
先
駈
を
な
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
更
睡
親
和
と
蚕
鯛
左
概
罰
し
た

近
代
性
渥
竃
む
西
宣
美
鐘
喚
握
発
展
聾
見
た
の
で
あ
り
ま
す
回
過
去
数
年
そ
の
会
只
と
し
て
、
光
栄
あ
る
函
宣
美
育
皮
に
諸
氏
と
共
廷
霞
力
を
果

し
て
参
り
、
今
全
．
傘
一
犀
に
桑
ろ
同
志
四
十
余
名
と
云
う
亀
方
団
体
と
し
て
ば
他
健
瓢
例
の
な
い
邑
峯
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
圭
子
。

又
一
方
稜
麓
団
体
た
る
日
立
美
が
全
壇
的
廻
濠
の
仏
と
匡
発
足
さ
毛
商
蕊
デ
ザ
イ
ン
界
峰
趣
激
に
脚
光
を
港
び
る
尾
至
り
き
し
た
。
我
士
嘘

こ
の
埋
旨
に
費
同
し
、
函
館
の
後
逸
性
巻
菱
う
ろ
の
余
り
飲
歳
と
客
』
銘
涯
参
麺
し
数
年
を
閲
し
て
抄
つ
た
の
で
あ
り
主
十
。

錠
ろ
狸
近
来
、
こ
の
両
団
体
の
立
要
姓
が
日
毎
庭
潮
大
十
乙
瞳
至
り
、
二
つ
の
祖
似
た
団
体
に
騰
嵐
す
る
所
の
我
士
は
奉
毎
に
不
自
由
と
負
担
の
過
宜

准
痛
磯
す
る
漣
至
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
こ
ぎ
択
一
の
境
地
に
立
っ
た
我
舎
嘘
、
相
計
り
奴
異
薦
立
美
退
会
迄
快
走
す
る
嬉
至
っ
た
次
鱒
で
あ
り
室
す
。

そ
の
遠
国
の
一
瞳
前
述
の
通
り
、
同
一
の
人
間
が
関
野
Ｅ
弓
の
団
体
の
描
村
を
寺
え
行
心
す
量
一
五
性
格
の
煙
雑
さ
で
あ
り
主
十
・

こ
の
点
迄
関
し
て
峰
作
品
の
蝿
庚
会
の
窓
庇
鷹
感
せ
ら
れ
た
禰
神
的
な
負
想
で
ゐ
り
室
し
て
、
神
に
芸
貝
の
番
合
そ
れ
が
頚
著
で
あ
り
を
十
・

、
一
辰
日
宜
美
の
主
喪
十
ろ
ダ
ザ
イ
璽
活
勘
を
、
我
と
嘘
支
持
逆
行
し
た
い
こ
と
ｏ

我
士
デ
ザ
イ
ナ
ー
雄
、
立
ち
逼
拠
た
社
会
的
地
位
宙
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
汀
う
起
砿
錐
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
日
宜
美
の
綱
甑
唯
、
敏

旋
団
体
で
あ
る
こ
と
及
び
凌
粟
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
絶
位
の
鏑
立
を
標
題
し
て
立
っ
て
掛
り
、
垂
竿
薯
乙
く
そ
の
実
を
挙
げ
る
に
至
っ
て
居
り
倉
十
。

我
奇
が
日
宜
美
に
参
功
し
た
ろ
目
的
は
こ
の
点
迄
あ
る
の
で
あ
り
芝
し
て
、
袴
狸
壷
厘
の
魂
檎
匡
於
で
こ
れ
が
啓
蒙
改
草
の
必
要
性
塔
諸
氏

に
於
て
も
周
知
の
通
り
で
あ
り
堂
し
で
、
敢
え
一
』
こ
れ
が
先
量
と
し
て
の
使
命
を
我
今
瞳
言
愛
す
る
所
以
で
あ
り
童
十
。

三
は
二
審
双
立
が
逮
辺
的
題
勢
で
あ
る
こ
と
。

我
令
の
退
会
は
、
条
理
に
も
と
ろ
も
の
で
な
く
、
又
日
宜
美
と
の
双
立
に
矛
盾
も
弊
審
も
鴎
め
ら
れ
左
い
の
で
あ
り
室
十
ｃ
む
し
ろ
そ
れ
ぞ
れ
の

佳
粋
な
立
鋤
を
涯
姓
と
し
て
双
瓦
に
技
獅
の
交
捷
、
切
さ
醗
磨
さ
れ
る
こ
と
塔
よ
り
以
上
に
効
果
的
に
発
揮
一
こ
れ
て
一
段
の
造
境
こ
そ
期
待
し

脚
る
も
の
と
殖
佃
い
た
し
室
十
。

以
上
慾
く
む
じ
た
点
か
ら
、
我
々
嶋
徒
ら
な
る
分
立
窪
好
む
も
の
で
嘩
決
し
て
な
い
の
過
め
り
主
十
。
尭
庫
あ
る
衝
立
美
の
創
生
か
ら
共
に
菩
雌
を

分
ち
合
っ
た
尚
志
と
め
扶
濁
に
陣
万
感
交
合
至
り
、
愛
傭
の
傍
も
又
斯
ち
鰹
い
も
の
で
あ
り
室
し
て
、
便
度
か
倹
逝
、
容
易
に
そ
の
璽
度
を
決
し
銑
ね

た
の
で
あ
り
ま
す
。
験
し
傘
ら
多
士
才
々
有
為
の
人
材
詣
綱
圧
し
か
く
の
釦
き
憂
わ
し
き
団
篭
を
神
つ
函
文
典
の
立
像
を
見
当
十
野
、
一
片
”
区
右
た

る
感
侮
塗
捨
て
、
よ
り
誘
い
塁
曇
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
め
り
室
す
。

幸
に
し
て
、
諸
氏
の
深
く
厚
い
賓
麺
解
を
得
、
我
士
の
鍛
近
渚
お
く
み
反
り
下
さ
っ
て
、
旧
倍
の
薗
確
麺
下
さ
ら
ん
こ
と
を
最
大
の
肴
い
と
し
て
、
こ

こ
に
声
馴
書
挫
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
奮
十
。

漢 語 斉 阿 鍋 畜 青 ダ

沢野蔭謡品麟木巷

光栄 金喜時砦

久

錘一軍立一途越一

図2退会声明書昭和32年1月付 <羽野栄氏蔵＞
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違
っ
た
意
味
で
人
目
を
ひ
き
初
日
の
二
十
一
日
か
ら
観
覧
者
が
ひ
き
、
も

ぎ
ら
ず
好
評
を
博
し
て
い
る
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
ポ
ス
タ
ー
に

よ
っ
て
、
函
宣
美
の
活
動
が
市
民
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。

第
五
回
展
と
な
る
函
宣
美
秋
季
商
業
美
術
展
は
、
二
月
四
日
か
ら

六
日
ま
で
③
今
井
を
会
場
に
、
第
九
回
函
館
市
文
化
祭
に
協
賛
し
て
新

聞
社
や
百
貨
店
な
ど
で
設
立
さ
れ
た
函
館
広
告
協
会
と
共
催
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
栗
谷
川
健
一
が
観
光
ポ
ス
タ
ー
と
そ
の
原
画
三
○
点
を

賛
助
出
品
し
た
。
会
員
数
は
四
一
名
と
増
加
し
、
こ
の
時
点
が
函
宣
美

最
多
と
思
わ
れ
る
。
三
月
五
調
附
の
「
函
館
新
聞
」
で
は
、
「
最
近

急
激
に
関
心
の
高
ま
っ
て
き
た
伝
宣
美
術
だ
け
に
会
場
は
熱
心
な
観
衆

で
に
ぎ
わ
っ
た
」
と
盛
況
な
様
子
を
伝
え
る
。

栗
谷
川
は
、
昭
和
二
八
年
に
リ
ス
ボ
ン
で
の
世
界
観
光
ポ
ス
タ
ー
コ

皇謹呈，‐‐‐一寧蕊蕊曾”善一…．=‐ざ雪‐‘鍔

昭和30年、
4月21日～24日

第4回函宣美展
④今井において開催。

〈青木アイ子氏蔵＞

⑬
今
井
で
開
催
さ
れ

た
。
二
二
日
付
の

「
函
館
新
聞
」
に
は
、

「
美
術
。
ポ
ス
タ
ー

展
二
つ
」
と
題
し
て
、

同
じ
く
③
今
井
を
会

場
に
開
か
れ
た
市
内

学
生
に
よ
る
商
業
美

術
ポ
ス
タ
ー
展
と
あ

わ
せ
て
紹
介
さ
れ
た
。

「
昨
年
の
北
洋
博
や

観
光
ポ
ス
タ
ー
な
ど

で
み
が
き
を
あ
げ
た

腕
を
ふ
る
っ
て
の
作

品
は
一
般
絵
画
と
は

委
員
長
と
↓
ら
立
場
で
あ
り
道
内
で
札
幌
以
外
に
支
部
が
あ
る
の
は

唯
一
函
館
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
会
員
た
ち
が
、
郷
土
で
独
自
に
活
動

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
へ
の
激
励
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
栗
谷

川
の
出
品
目
録
に
は
、
「
懐
か
し
い
函
館
」
、
「
夢
を
育
て
て
く
れ
た

第
二
の
故
郷
」
と
記
さ
れ
、
凱
旋
す
る
よ
う
な
特
別
な
気
持
ち
が
あ
っ

た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

昭
和
三
一
年
は
、
「
新
年
度
第
１
回
函
宣
美
委
員
会
報
告
」
に
は
、

「
春
季
函
宣
美
展
稚
四
月
中
旬
か
下
旬
に
開
催
す
べ
く
目
下
渉
外
が
会

場
確
保
の
た
め
折
中
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
開
催
さ
れ
ず
に
秋
季
展

を
迎
え
る
。
第
六
回
函
宣
美
展
は
、
九
月
一
九
日
か
ら
二
三
日
ま
で
、

④
今
井
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
九
月
六
日
付
の
「
函
宣
美
秋
季
展
開

催
」
通
知
に
よ
れ
ば
、
三
日
に
展
覧
会
開
催
の
た
め
の
委
員
会
が
開
か

れ
、
「
会
場
側
の
都
合
に
依
り
制
作
期
間
が
非
常
に
短
い
」
と
、
急
に

開
催
が
決
ま
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
第
五
回
展
で
、
発
足
ま
も
な

汀 ｂ

へ

一
一
面
で

気
が
Ｅ雪辱

昭和30年、函宣美秋季商業美術展
11月4日～6日、④今井において開催。

左が羽野栄一、右が栗谷川健一。背景中央
には、昭和27年に函館市の依頼を受けて、
栗谷川が制作した観光ポスター「はこだて-
が展示されている。

〈羽野栄氏蔵＞

ン
“
ク
・
…
．
犀
』
に

お
い
て

再
皆
房
巴
号
」

が
最
優
秀
賞

を
受
賞
す
る

な
ど
国
内
外

で
高
く
評
価

さ
れ
、
こ
の

年
に
北
海
道

文
化
奨
励
賞

を
没
噴
し
て

い
ゑ
当
時
、

栗
谷
川
は
日

宣
美
北
海
道

(13 －36－
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曇
皇
主
洋
博
き
務
局
か
ら
の
委
嘱
に
よ
壷
乏
記
念
た
ば
こ
一
等
と
の
与
雪

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ソ
、
国
鉄
車
内
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー
を
全
会
員
で
制
作
し

て
い
る
。
こ
の
年
、
函
宣
美
第
二
回
展
と
な
る
「
北
洋
博
商
業
美
術
展
」

は
、
北
洋
博
事
務
局
と
函
宣
美
共
催
で
、
二
月
二
四
日
か
ら
二
八
日
ま

で
⑬
今
井
で
開
催
さ
れ
た
。
ポ
ス
タ
ー
の
部
は
、
会
員
に
よ
る
北
洋
博

ポ
ス
タ
ー
ニ
八
点
、
国
鉄
車
内
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
全
国
学
生
生
徒
北

洋
博
ポ
ス
タ
ー
コ
ソ
テ
ス
ト
で
八
○
○
余
点
か
ら
入
選
作
九
点
が
並
び
、

そ
の
ほ
か
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
各
種
印
刷
物
が
出
品
さ
れ
た
。
二
五

日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
で
は
、
「
こ
の
う
ち
か
ら
各
一
点
を
選
出
し

大
量
印
刷
し
て
全
国
に
送
付
す
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
同
日
付
の
「
函

館
新
聞
」
に
は
、
「
羽
野
、
斎
藤
両
氏
の
も
の
が
構
成
の
よ
さ
で
す
ぐ

れ
て
い
る
、
つ
い
で
及
川
、
員
壁
成
沢
の
三
氏
だ
が
成
沢
の
は
色
感
の

不
足
、
下
辺
地
球
の
扱
い
が
疑
問
、
員
壁
の
デ
フ
ィ
の
手
法
を
あ
し
ら
っ

て
、
達
者
だ
が
訴
え
方
が
稀
薄
、
及
川
氏
の
簡
素
な
表
現
に
は
好
感
が

も
て
る
、
一
般
的
に
は
盛
り
沢
山
過
ぎ
て
表
現
力
を
弱
め
て
い
る
が
函

館
と
し
て
こ
の
種
の
催
し
が
多
く
な
っ
た
の
は
喜
ば
し
い
」
と
寸
評
が

あ
る
。
結
果
、
好
感
度
の
高
か
っ
た
及
川
の
作
品
が
選
ば
れ
、
四
月
二

七
日
付
の
「
函
館
新
聞
」
で
は
、
「
画
面
の
中
央
に
、
ア
イ
ヌ
の
首
飾

り
を
し
た
熊
が
立
上
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
描
い
た
郷
土
色
豊
か
な
九
色

刷
り
の
美
一
麗
な
も
の
、
さ
き
に
全
国
に
配
布
さ
れ
た
人
魚
を
描
い
た
宣

博
ポ
ス
タ
ー
（
栗
谷
川
健
一
作
）
の
あ
と
を
追
っ
て
こ
ん
ど
の
も
の
も

近
日
中
に
全
国
主
要
都
市
、
主
要
駅
、
商
工
会
議
所
教
育
委
員
会
、
観

光
団
体
そ
の
他
関
係
先
に
送
ら
れ
宣
伝
戦
の
追
い
こ
み
を
か
け
る
」
と

伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
年
は
、
続
い
て
、
函
館
市
観
光
課
よ
り
港
ま
つ
り
協
賛
行
事
と

し
て
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
制
作
、
北
海
道
新
聞
か
ら
北
洋
博
の
カ
ッ
ト
を

委
嘱
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
函
館
市
文
化
祭
共
催
行
事
と
し
て
、
第
三
回

函
宣
美
「
商
業
デ
ザ
イ
ン
展
」
を
二
月
一
○
日
か
ら
一
四
日
ま
で
⑬

今
井
で
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
月
一
回
の
研
究
会
が
ハ
コ
ー
印
刷
で
開
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
会
報
や
委
員
会
報
告
な
ど
の
通
知
は
逐
次
送
付
さ
れ
、

デ
ザ
イ
ン
の
公
募
や
会
員
の
近
況
な
ど
が
通
知
さ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
の
会
報
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
八
日
か
ら
②
今
井
で
開
か
れ

た
「
道
新
・
電
通
主
催
第
五
回
全
道
商
業
美
術
展
」
で
、
阿
部
の
「
フ

ル
ャ
キ
ャ
ラ
メ
ル
」
が
道
新
賞
受
賞
し
、
阿
部
、
及
川
、
羽
野
が
佳
作

に
入
選
し
て
い
る
。
第
七
回
函
館
市
成
人
祭
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
及
川
、

斎
藤
三
、
酒
井
が
入
選
、
道
産
Ｋ
Ｋ
バ
タ
ー
キ
ャ
ラ
メ
ル
ケ
ー
ス
の
デ

ザ
イ
ン
で
は
、
小
番
が
入
選
、
小
番
、
奥
村
、
渡
辺
が
佳
作
と
な
っ
て

い
る
。
翌
三
○
年
に
は
函
館
市
よ
り
観
光
ポ
ス
タ
ー
の
制
作
を
依
頼
さ

れ
る
な
ど
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
き
て
い
た
。
斉
藤
三
郎
が
独
立
し
て

サ
イ
ト
ゥ
リ
ポ
ソ
社
を
、
翌
年
に
は
羽
野
も
⑲
今
井
を
退
社
し
独
立
、

船
木
も
フ
ナ
キ
エ
芸
社
を
開
店
す
る
な
ど
、
会
員
の
中
に
は
個
人
で
看

板
を
掲
げ
る
者
が
増
え
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
功
を
奏
し
て
、
新
会
員
が
た
び
た
び
加
入
し
、

結
成
か
ら
一
年
ほ
ど
で
、
会
員
は
三
五
名
に
増
加
し
て
い
る
。

翌
三
○
年
、
四
月
二
一
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
第
四
回
函
宣
美
展
が

昭和30年、函館市観光ポスタ一
原画：羽野栄一

『羽野栄一のデザイン』より転載
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の
食
〆
ン宵

瓜
及
川
久
雄

繭
興
望
皐
塞
丹
二
十
五
皿
と

竃
齢
禰
竃
軍
時
十
三

編
秘
二
十
箇
年
⑭
今
非
金
奉
侮
入
吐
異
な
に
■
４

年
キ
ク
メ
ル

洋
品
店曾

貝
奥
村
理
三
郎

卿
抽
圃
十
三
芋
一
月
十
二
閲
皐

竃
館
晒
竃
琳
辱
十
七

尾
種
九
年
《
詞
ｊ
印
劇
へ
入
批

覇
気
一
千
六
年
阿
批
画
裁
毎
に
姉
じ
興
芯
に
玉
ろ

染
ヤ
ラ
メ
ル

種
光
日
本
立
体
勢
岡
曾
令
貝

令
貝
急
８
賢
函
喜
久
雄

例
抽
四
十
璽
年
軍
月
二
十
画
刊
俸

幽
旬
爾
千
食
萄
十
二

画
伺
六
￥
Ⅱ
本
作
輯
協
竹
入
竹

嘆
側
室
魂
衣
に
■
＆

画
輯
二
十
二
年
北
海
犀
丞
祁
魯
衛
遼
腿
凧
ｅ
貝

〆
〃
ネ

畦
幾
口
本
式
律
典
蜘
匂
心
風

曾
貝
鍋
島
金
一

大
雛
十
年
一
月
二
十
五
回
生

画
億
晦
督
川
町
人
芥
亀

電
勿
十
四
隼
Ⅱ
不
作
青
焔
臼
入
舎

異
在
公
娠
飼
割
纂
御
麹

晒
窟
二
十
二
年
趣
迩
皿
立
麓
典
晦
顛
畠
幽
行
風

<青木アイ子氏蔵＞図1函館宣伝美術会第1回ポスター展目録
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霜村紀子 函館におけるデザイン団体の活動につい一

巽
表
会
＆
一
行
う
（
》
事
務
所
は
克
美
デ
〆
…
卜
内
」
と
伝
え
て
い
る
↑
：

こ
の
年
の
会
員
名
簿
で
は
、
「
羽
野
柴
一
、
奥
村
理
三
郎
、
及
川
久

雄
、
角
谷
隆
一
、
河
村
弘
、
金
田
喜
造
、
神
田
正
敏
、
鍋
島
金
一
、
中

尾
正
、
成
淳
光
男
、
中
山
清
、
上
山
雲
照
、
員
壁
ゆ
き
を
、
小
番
大
治
、

青
木
時
男
、
阿
部
立
、
笹
谷
岩
男
、
斎
藤
喜
久
雄
、
三
方
鉄
男
、
斎
藤

三
郎
、
菊
地
武
安
」
の
一
二
名
の
名
前
が
印
刷
さ
れ
、
後
に
「
芥
川
政

次
郎
、
西
市
茂
男
、
勝
山
正
国
、
島
崎
清
、
金
田
政
夫
」
（
同
年
一
○

月
加
入
）
の
五
名
は
ペ
ソ
で
、
「
小
野
船
木
」
（
同
年
年
末
加
入
）

は
姓
の
み
が
鉛
筆
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
委
員
は
、
角
谷
、
斎
藤

喜
、
中
山
、
羽
野
、
三
方
の
五
名
で
あ
る
。
最
年
長
の
五
○
代
中
山
を

筆
頭
に
、
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
中
堅
に
あ
た
る
三
○
代
、
四
○
代
の
北
宣
美

の
会
員
に
、
一
○
代
、
二
○
代
の
若
手
を
迎
え
入
れ
、
会
員
数
を
大
幅

に
増
や
し
て
い
る
。
会
の
規
約
で
は
、
目
的
は
「
会
員
相
互
の
研
鐙
に

よ
り
宣
伝
美
術
の
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
計
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

函
宣
美
発
足
の
背
景
に
は
、
当
然
、
日
宣
美
、
そ
し
て
日
宣
美
北
海

道
の
結
成
が
あ
り
、
「
こ
れ
に
な
ら
っ
て
長
々
し
い
名
称
を
改
め
た
」

と
し
て
い
る
。
「
函
館
地
方
に
在
住
す
る
宣
伝
美
術
家
を
以
て
組
織
す

る
」
と
規
約
に
あ
る
の
は
、
羽
野
が
言
う
よ
う
に
、
「
札
幌
に
負
け
て

た
ま
る
か
、
と
い
う
気
持
ち
も
強
か
っ
た
」
こ
と
の
表
れ
と
も
受
け
取

れ
る
。
一
○
月
に
は
、
「
中
央
と
の
直
結
を
計
る
熱
意
を
こ
め
て
、
日

本
宣
伝
美
術
会
に
入
会
。
旧
会
員
、
名
の
み
承
認
さ
れ
る
」
・
協
会
年

表
に
よ
れ
ば
、
旧
会
員
と
は
日
宣
美
函
館
支
部
創
立
会
員
の
こ
と
で
、

「
青
木
時
雄
．
阿
部
立
．
角
谷
隆
一
・
斉
藤
三
郎
．
斉
藤
喜
久
雄
．
鍋

島
金
一
・
成
沢
光
雄
．
中
山
清
．
羽
野
栄
一
・
三
方
鉄
男
」
の
一
○
名

と
な
っ
て
お
り
、
北
宣
美
で
活
動
し
て
い
た
面
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
昭

和
三
二
年
一
月
に
退
会
す
る
ま
で
、
日
宣
美
函
館
支
部
と
函
宣
美
と
い

う
二
つ
の
団
体
に
所
属
し
、
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
三
○
年
版
の
『
函
館
道
南
人
名
録
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
羽
野
は

日
宣
美
函
館
支
部
の
会
長
で
あ
り
、
函
宣
美
の
委
員
か
つ
代
隻
表
者
と
し

て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
会
員
に
は
中
山
清
で
は
な
く
、

小
番
大
治
の
名
が
み
ら
れ
る
。

第
一
回
ポ
ス
タ
ー
展
は
、
二
月
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
②
今
井

を
会
場
に
二
四
名
の
会
員
が
四
○
点
を
出
品
し
て
開
催
さ
れ
た
。
目
録

に
は
作
品
名
の
ほ
か
、
会
員
紹
介
が
付
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
会
員
に

つ
い
て
、
活
動
が
わ
か
る
資
料
な
の
で
収
録
す
る
（
図
１
）
・
展
覧
会

の
様
子
は
、
二
月
一
二
日
付
「
函
館
新
聞
」
「
北
海
道
新
聞
」
に

「
七
月
に
誕
生
し
た
函
館
宣
博
美
術
倉
の
第
一
回
ポ
ス
タ
ー
展
が
十
一

日
か
ら
丸
井
三
階
で
開
か
れ
人
目
を
ひ
い
て
い
る
」
、
「
同
会
は
去
る

七
月
に
市
内
デ
パ
ー
ト
、
商
店
、
映
画
館
の
商
業
美
術
同
好
者
で
組
織

し
た
も
の
」
と
、
結
成
初
の
展
覧
会
は
注
目
を
集
め
た
よ
う
で
あ
る
。

「
出
品
作
は
商
品
宣
伝
観
光
案
内
か
ら
北
洋
博
宣
伝
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
て
」
、
「
内
容
は
羽
野
柴
一
の
『
酒
器
』
角
谷
隆
一
の
『
観
光
』
勝

山
正
国
の
『
北
洋
博
』
小
番
大
治
の
『
北
洋
サ
ケ
』
笹
谷
岩
男
の
『
赤

い
羽
根
』
ほ
か
多
数
の
曾
員
か
ら
親
し
み
深
い
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
」

る
と
伝
え
ら
れ
、
郷
土
の
作
家
の
手
に
よ
る
、
郷
士
を
題
材
と
し
た
ポ

ス
タ
ー
は
市
民
に
は
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
終
日
に
は
、
札
幌

か
ら
「
栗
谷
川
氏
外
二
名
」
が
会
場
見
学
お
よ
び
懇
談
会
の
た
め
に
訪

れ
て
い
る
。
青
木
時
雄
宛
の
昭
和
二
九
年
年
賀
状
に
、
栗
谷
川
と
「
ハ

ラ
ダ
園
案
社
原
田
英
三
」
の
も
の
が
あ
り
、
前
年
に
は
交
流
が
あ
っ

た
と
す
る
と
、
第
一
回
展
に
は
原
田
も
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

函
館
で
は
昭
和
二
七
年
に
、
北
洋
漁
業
が
再
開
し
、
こ
れ
に
よ
り
函

館
港
は
活
気
づ
く
。
昭
和
二
九
年
に
は
、
北
洋
漁
業
再
開
記
念
北
海
道

博
覧
会
（
以
下
「
北
洋
博
」
）
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
、
前
年

か
ら
、
観
客
誘
致
の
た
め
の
宣
伝
活
動
が
全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
た
。

函
宣
美
第
一
回
ポ
ス
タ
ー
展
か
ら
す
で
に
北
洋
博
を
テ
ー
マ
に
し
た
出

品
が
あ
る
よ
う
に
、
北
洋
博
に
向
け
て
、
函
宣
美
の
活
動
は
盛
り
上
が

10--3器
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会
員
相
互
の
連
絡
や
情
報
交
換
や
、
地
方
と
の
格
差
を
な
く
す
た
め
に
、

独
自
の
機
関
誌
『
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｃ
』
が
発
行
さ
れ
、
デ
ザ
イ
ソ
の
普
及
と
啓

蒙
の
た
め
に
「
商
業
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
が
各
地
方
で
開
催
さ
れ
た
。

日
宣
美
は
創
立
一
○
周
年
に
あ
た
る
昭
和
三
五
年
の
「
世
界
デ
ザ
イ

ン
会
議
」
、
そ
し
て
東
京
オ
リ
ソ
ピ
ッ
ク
と
い
う
大
き
な
出
来
事
を
越

え
、
朝
鮮
戦
争
特
需
か
ら
岩
戸
景
気
に
至
る
高
度
経
済
成
長
の
波
に
同

（
ｎ
コ
、
１
４
厘
》
、
１
４
－
侭
》
）

調
す
る
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

２
日
宣
美
結
成
と
北
海
道
の
デ
ザ
イ
ン
界

こ
の
こ
ろ
の
北
海
道
デ
ザ
イ
ン
界
は
、
一
九
五
二
年
版
お
よ
び
一
九

五
三
年
版
の
『
北
海
道
年
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
「
創
図
社
、
ポ
ス
タ
ー
展
、

応
用
美
術
展
な
ど
は
二
十
五
年
か
ら
非
常
に
盛
会
に
な
っ
た
の
が
注
目

さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
た
に
「
小
樽
ポ
ス
タ
ー
美
術
協
会
」

が
結
成
さ
れ
、
北
海
道
電
通
が
北
海
道
新
聞
社
と
共
催
で
「
商
業
美
術

ポ
ス
タ
ー
と
写
真
公
募
」
を
始
め
る
な
ど
、
団
体
や
展
覧
会
の
数
が
増

え
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
後
、
北
海
道
応
用
美
術
協
会
は
梁
川
剛
一
が

東
京
に
戻
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
次
第
に
活
動
が
縮
小
し
、
三
つ
葉
商

業
美
術
会
は
創
図
社
へ
の
入
会
者
が
多
く
な
り
、
実
体
が
な
く
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
だ
。
創
図
社
は
定
期
的
に
会
員
展
を
開
く
ほ
か
、
観
光
ポ

ス
タ
ー
展
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
展
、
災
害
時
の
救
済
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
協
同
壁
画
制
作
な
ど
、
疲
れ
を
知
ら
ぬ
活
躍
ぶ
り
だ
っ
た
と
い
う
。

創
図
社
が
勢
い
を
増
し
て
い
く
要
因
に
は
、
代
表
の
栗
谷
川
健
一
が
北

海
道
博
覧
会
な
ど
の
展
示
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
り
、
全
日
本
観
光
ポ

ス
タ
ー
コ
ソ
ク
ー
ル
で
特
選
を
受
賞
す
る
な
ど
し
て
、
デ
ザ
イ
ソ
的
に

高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
栗
谷
川
は
板
橋
義
夫

や
山
名
文
夫
と
知
り
合
う
機
会
を
得
て
、
日
宣
美
創
立
総
会
に
参
加
し
、

創
図
社
に
日
宣
美
創
立
会
員
の
山
名
文
夫
や
新
井
静
一
郎
を
迎
え
て
交

歓
会
を
開
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
日
宣
美
北
海
道
地
区
（
以
下
「
日
宣
美

北
海
道
」
）
結
成
と
い
う
話
が
進
み
、
創
図
社
は
そ
の
母
体
と
な
っ
た
。

昭
和
二
七
年
、
札
幌
・
小
樽
か
ら
集
ま
っ
た
二
四
名
に
よ
っ
て
、
日
宣

美
北
海
道
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
結
成
に
よ
っ
て
、
札
幌
・
小
樽
で
活

動
し
て
い
た
団
体
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
翌
年
、
函
館
か

（
２
，
６
）

ら
も
一
○
名
が
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。

北
海
道
は
、
東
京
と
比
較
し
て
戦
争
に
よ
る
打
撃
が
少
な
く
、
作
家

や
画
家
が
疎
開
し
て
き
て
お
り
、
戦
後
ま
も
な
く
数
々
の
団
体
が
結
成

さ
れ
、
地
方
独
自
の
活
動
を
続
け
て
き
た
が
、
日
宣
美
と
い
う
大
き
な

波
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
く
。

ｓ
二
函
館
冒
一
一
伝
美
術
会
の
結
成

昭
和
二
八
年
七
月
二
五
日
、
北
宣
美
は
、
「
函
館
宣
伝
美
術
会
」

（
以
下
「
函
宣
美
」
）
と
改
称
し
、
新
た
な
団
体
と
し
て
発
足
し
た
。

翌
日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
に
は
、
「
函
館
宣
伝
美
術
会
は
二
十
五
日

午
後
六
時
か
ら
丸
井
デ
パ
ー
ト
会
議
室
で
設
立
総
会
を
ひ
ら
き
郷
土
の

宣
伝
美
術
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
し
た
。
市
内
デ
パ
ー
ト
、
商
店
、
会

社
の
美
術
家
二
十
三
名
が
結
束
し
た
も
の
で
来
年
の
北
洋
博
に
そ
な
え

て
活
発
な
運
動
を
開
始
す
る
が
、
年
中
行
事
と
し
て
今
年
後
二
回
作
品

「函館宣惇美術会」綴り
昭和28年創立時の規約から、昭和
32年の日宣美会員8名が退会する
までの書類、会員名簿、展覧会目
録、会報などを事務局の角谷隆一
がまとめたもの。

〈羽野栄氏蔵＞
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霜村紀子：函館におけるデザイン団体の活動について

校
時
代
に
、
商
業
美
術
も
学
ん
で
い
た
の
だ
と
い
う
。
仕
事
上
、
⑰
今

井
企
画
宣
伝
部
に
出
入
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
羽
野
と
は
面
識
が
あ
り
、

声
を
か
け
ら
れ
、
北
方
宣
美
の
会
員
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

羽
野
栄
一
は
富
良
野
に
生
ま
れ
、
昭
和
一
二
年
に
札
幌
に
出
て
、
百

貨
店
の
美
術
や
看
板
を
請
け
負
う
六
書
堂
に
入
社
、
そ
の
後
、
札
幌
三

越
装
飾
部
に
入
社
し
て
い
る
。
函
館
に
い
る
友
人
が
病
気
で
倒
れ
、
三

年
間
の
応
援
を
頼
ま
れ
、
昭
和
一
六
年
、
②
今
井
函
館
支
店
企
画
宣
伝

部
に
入
社
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
報
道
奉
公
隊
に
入
隊
し
、
戦
後
は

再
び
④
今
井
に
戻
っ
て
い
る
。
③
今
井
の
宣
伝
だ
け
で
な
く
、
昭
和
二

三
年
こ
ろ
か
ら
、
函
館
市
の
港
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
手
掛
け
て
い

る
。
戦
前
に
目
立
っ
た
活
動
は
み
ら
れ
な
い
が
、
戦
後
、
北
方
宣
美
か

ら
、
函
宣
美
、
函
館
デ
ザ
イ
ナ
ー
グ
ル
ー
プ
、
函
館
デ
ザ
イ
ン
協
会
と
、

「
名
称
の
変
更
と
離
合
集
散
幾
多
の
変
遷
や
好
余
曲
折
を
経
て
い
く
」

な
か
で
、
「
常
に
そ
の
中
心
軸
と
し
て
、
こ
の
集
団
を
リ
ー
ド
し
支
え
」

（
１
１
〉

る
存
在
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

北
宣
美
は
、
一
九
五
二
年
版
『
函
館
道
南
人
名
録
』
に
よ
れ
ば
、
事

務
局
は
「
丸
井
企
画
部
内
」
に
置
か
れ
、
会
員
は
宮
下
広
吉
、
角
谷
隆

一
、
羽
野
栄
一
、
三
方
鉄
男
（
北
海
道
新
聞
社
内
）
、
成
沢
光
雄
（
北

海
道
新
聞
社
内
）
、
小
番
大
治
（
ハ
コ
ー
印
刷
内
）
、
中
山
清
（
ハ
コ
ー

印
刷
内
）
、
上
山
雲
照
（
旭
中
学
校
内
）
と
会
員
は
減
少
し
て
い
る
が
、

活
動
は
続
き
、
昭
和
二
八
年
、
新
た
な
団
体
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
の
で

あ
る
。

四
日
本
宣
伝
美
術
会
と
函
館
宣
伝
美
術
会

１
、
日
本
宣
伝
美
術
会
の
設
立

昭
和
二
五
年
二
月
、
東
京
で
は
、
か
つ
て
の
「
広
告
作
家
懇
話
会
」

の
会
員
た
ち
が
、
互
い
の
消
息
を
確
か
め
、
旧
交
を
温
め
よ
う
と
集
ま
っ

た
。
広
告
作
家
懇
話
会
は
仕
事
上
で
交
流
の
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
写

東
京
大
阪
名
古
屋
九
州
北
海
道
の
中
央
委
員
で
中
央
委
員
会

が
構
成
さ
れ
た
。
当
初
は
会
員
展
の
み
で
あ
っ
た
が
、
三
年
目
か
ら
公

募
部
門
を
設
け
、
新
人
の
登
竜
門
と
し
て
の
権
威
が
大
き
く
な
り
、
各

方
面
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
日
宣
美
は
戦
後
初
の
全
国
的

な
組
織
と
な
り
、
活
動
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ
、
会
員
数
も
増
加
し
、

真
家
が
自
然
発
生
的
に
集
ま
り
：
昭
和
一
三
年
に
結
ゞ
成
さ
れ
た
団
体
で

あ
っ
た
。
こ
の
場
で
彼
ら
は
自
分
た
ち
が
世
話
人
と
な
っ
て
、
東
京
で

仕
事
を
し
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
商
業
美
術
家
、
あ
る
い
は
広
告
美
術
家

と
い
わ
れ
る
人
々
を
一
堂
に
集
め
、
各
人
の
意
見
や
抱
負
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
建
設
的
方
向
に
向
か
え
ば
新
し
い
団
体
を
結
成
し
よ
う
と
い

う
話
に
な
り
、
翌
月
に
は
、
「
東
京
広
告
作
家
ク
ラ
ブ
」
の
名
で
五
五

名
の
作
家
に
通
知
が
送
ら
れ
、
第
一
回
広
告
作
家
懇
話
会
が
開
か
れ
た
。

こ
の
会
合
は
好
評
で
、
圧
倒
的
大
多
数
が
新
し
い
団
体
の
創
立
を
呼
び

か
け
、
翌
二
六
年
に
創
立
準
備
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
準
備
段
階
の

会
合
で
は
、
「
も
っ
と
目
的
意
識
を
明
確
に
し
、
一
種
の
職
能
団
体
と

し
て
発
足
す
べ
き
だ
と
す
る
も
の
と
、
あ
く
ま
で
作
品
の
質
的
向
上
に

あ
る
と
主
張
す
る
二
派
に
分
れ
て
は
い
た
が
、
内
外
の
情
勢
と
共
に
商

業
美
術
よ
り
も
も
っ
と
範
囲
を
拡
げ
宣
伝
美
術
と
い
う
社
会
的
な
責
任

の
上
に
た
つ
仕
事
」
を
行
う
団
体
と
し
て
「
日
本
宣
伝
美
術
会
」
（
以

下
「
日
宣
美
」
）
を
創
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
六
月
に
創
立
総
会
が

開
か
れ
、
続
い
て
九
月
に
は
、
第
一
回
東
京
地
区
会
員
展
、
大
阪
地
区

会
員
展
、
一
○
月
に
は
名
古
屋
地
区
会
員
展
、
明
け
て
一
月
に
は
福
岡

地
区
展
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
日
宣
美
の
創
立
と
前
後
し
て
、
旧
二
科
会
会
員
が
創
立

し
た
第
二
紀
会
に
は
造
型
部
、
二
科
会
に
は
商
業
美
術
部
が
新
設
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
朝
鮮
戦
争
特
需
に
よ
っ
て
、
経
済
復
興
が

促
進
さ
れ
、
商
業
活
動
も
活
気
を
取
り
一
戻
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

進
さ
れ
↑
商
業
活
動
も
活
気
を
取
り
一
戻
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

日
宣
美
の
活
動
は
全
国
的
に
盛
り
上
が
り
、
各
地
区
の
要
望
を
受
け
、
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善
三
郎
に
師
事
す
る
二
三
歳
で
独
立
美
術
協
会
展
初
入
選
そ
の
後

は
専
ら
商
業
美
術
を
研
鎖
し
、
終
戦
後
は
函
館
に
戻
る
。
昭
和
二
四
年

当
時
は
独
立
美
術
協
会
々
友
、
北
海
道
移
動
美
術
展
覧
会
代
表
と
記
さ

れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
昭
和
二
二
年
に
は
「
か
っ
て
東
京
都
嘱

託
と
し
て
十
七
年
の
岡
案
経
験
を
持
つ
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
東
京

で
は
都
の
嘱
託
職
員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
画
家
と
し
て
制
作
活
動
に

励
み
、
お
そ
ら
く
東
京
大
空
襲
な
ど
に
よ
っ
て
、
函
館
に
戻
る
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

函
館
に
一
戻
っ
た
後
も
独
立
展
に
は
出
品
し
て
お
り
＄
昭
和
二
二
年
五

月
一
五
日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
に
は
、
「
二
十
二
年
度
独
立
美
術
展

に
函
館
の
一
洋
書
家
に
よ
っ
て
か
か
れ
た
函
館
港
の
美
景
が
入
選
し
た
、

そ
れ
は
市
内
堀
川
町
二
十
番
地
宮
下
匿
吉
氏
（
三
八
）
の
作
品
で
〃
冬

の
波
止
場
〃
と
題
す
る
風
景
で
あ
る
」
と
入
選
作
の
写
真
入
り
で
伝
え

て
い
る
。

昭和26年、〔警察展〕、会場不明
「警察展？を請負った宮下広吉君と警察の係り
面々昭。26」と記されている。前列左端が羽
野栄一、隣が宮下広吉。

〈羽野栄氏蔵＞

一
仏
一
ま
ざ
ケ
署
．
．
《
眼
：

自
叙
伝
」
欄
で

紹
介
さ
れ
て
い

る
。
宮
下
は
石

狩
に
生
ま
れ
、

幼
少
の
頃
に
函

館
に
移
り
住
む
。

若
松
小
学
校
を

卒
業
後
は
漁
師

と
し
て
働
い
て

い
た
が
、
親
の

反
対
を
押
し
切

り
、
二
一
歳
で

上
京
し
、
児
島

主
海
道
移
動
美
術
展
協
会
は
、
昭
和
二
四
年
版
お
よ
び
二
六
年
版

『
函
館
商
工
名
鑑
』
で
は
、
広
告
、
宣
伝
、
企
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
図
案
、

看
板
な
ど
デ
ザ
イ
ン
全
般
を
手
掛
け
る
団
体
で
、
東
京
と
札
幌
に
も
事

務
所
が
あ
り
、
代
表
者
と
し
て
宮
下
の
名
が
確
認
で
き
る
。
当
初
、
北

海
道
移
動
美
術
展
協
会
事
務
所
は
時
事
通
信
社
内
に
置
か
れ
て
い
た
が
、

後
に
宮
下
の
会
社
に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
九
年
版

『
函
館
商
工
名
鑑
』
に
は
、
「
宮
下
宣
広
社
」
と
い
う
看
板
塗
装
、
宣

伝
美
術
、
ネ
オ
ソ
サ
イ
ソ
な
ど
を
手
掛
け
る
会
社
の
代
表
と
し
て
、
宮

下
の
名
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
会
社
は
、
設
立
が
昭
和
二
三
年
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
移
動
美
術
展
協
会
を
改
称
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
北
洋
博
写
真
集
』
に
は
、
指
定
装
飾
業
者

の
一
つ
に
「
宮
下
宣
工
社
」
の
名
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
宮
下
は
昭
和
二

九
年
こ
ろ
ま
で
は
函
館
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
翌
三
○
年
二
月
九
日
付
の
「
北
海
道
新
聞
」
に
は
、
皮

革
業
者
が
札
入
れ
の
宣
伝
広
告
用
に
作
成
し
た
模
造
千
円
札
が
悪
用
さ

れ
た
事
件
で
、
原
画
を
作
成
し
た
「
画
家
宮
下
庚
吉
（
四
七
）
同
（
台

東
）
区
西
町
こ
が
送
検
さ
れ
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
宮
下
は
、
三

○
年
に
は
東
京
に
活
動
の
場
を
移
し
て
い
る
。

会
員
に
は
ほ
か
に
も
、
デ
ザ
イ
ン
以
外
の
制
作
活
動
を
同
時
に
行
う

も
の
が
い
た
。
角
谷
隆
一
は
、
昭
和
二
三
年
に
赤
光
社
会
員
と
な
る
ほ

か
、
行
動
美
術
協
会
、
全
道
美
術
協
会
な
ど
に
も
出
品
し
、
画
家
と
し

て
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
行
動
美
術
協
会
に
お
い
て
は
、
昭
和
二

六
年
、
第
六
回
展
で
「
橋
の
あ
る
風
景
」
が
入
選
、
第
七
回
展
、
第
八

回
展
で
も
入
選
を
重
ね
て
い
る
。
全
道
美
術
協
会
で
は
、
昭
和
二
四
年

の
第
四
回
展
で
会
友
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
角
谷
は
、
昭
和
一
四
年
に

函
館
商
業
学
校
を
卒
業
し
、
卒
業
後
は
実
家
の
材
木
店
を
手
伝
っ
て
い

た
。
昭
和
一
七
年
に
中
国
へ
出
征
し
、
終
戦
の
翌
年
に
函
館
に
戻
り
、

年
末
に
で
き
た
ば
か
り
の
函
館
新
聞
社
広
告
部
に
入
社
す
る
。
商
業
学
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霜村紀 子：函館におけるデザイソ団体の活動について

れ
た
一
紙
芝
居
…
ｉ
実
話
更
生
美
談
一
炭
や
く
人
」
中
推
巌
の
念
入
り
な

画
十
六
枚
」
が
注
目
を
集
め
た
と
さ
れ
て
お
り
、
北
宣
美
展
へ
の
中
川

の
出
品
が
確
認
で
き
る
。

五
月
に
は
、
商
工
会
議
所
主
催
で
、
「
庚
告
ま
つ
り
」
と
題
し
た
商

業
美
術
ポ
ス
タ
ー
展
が
、
五
日
か
ら
一
二
日
ま
で
、
②
今
井
、
鱈
森
屋

の
二
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
五
月
五
日
付
の
「
函
館
新
聞
」
で
は
、

「
市
内
商
工
業
者
の
依
頼
で
北
海
道
美
術
家
集
関
と
庚
告
社
で
作
成
し

た
庚
告
美
術
ポ
ス
タ
１
百
余
点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
中
略
）
こ
の
麿

告
祭
が
終
り
次
代
、
会
議
所
で
は
森
そ
の
他
郡
部
に
出
向
き
、
匿
告
展

覧
会
と
函
館
特
産
品
展
示
を
行
う
予
定
」
と
伝
え
て
い
る
。
八
日
に
は

函
館
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
渡
辺
孝
平
、
同
理
事
谷
弥
太
郎
、
行
動
美

術
協
会
々
員
田
辺
三
重
松
に
よ
っ
て
合
評
会
が
開
か
れ
た
。
描
写
力
不

足
な
ど
の
難
点
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
所
謂
ポ
ス
タ
ー
と
言
う
概

－

&
■■■ 幽

雪
尋淵

－

ロ

に Ⅷ
画

'、亀塞

亜型 ､ハ

昭和23年、引揚援護強調展覧会
2月10日～17日、④今井において開催。

前列左から、三方鉄男、羽野栄一、不明、宮下広
吉、その右後ろが青木時雄。後列左から不明、成
沢光雄か、小番大治、中山清、上山雲照、不明。

〈青木アイ子氏蔵＞

い
た
ポ
ス

タ
ー
だ
が
、

わ
か
り
や

す
く
美
し

く
表
現
さ

れ
て
い
る
」

と
、
北
宣

美
の
ポ
ス

タ
ー
展
の

様
子
が
紹

介
さ
れ
て

い
る
。
な

か
で
も
、

会
場
中
央

に
展
示
さ

念
か
ら
一
歩
進
ん
だ
丞
）
の
も
貝
ら
、
承
て
そ
の
点
で
も
一
般
に
・
良
し
影
響
一

（
１
１
）

を
与
え
」
た
と
評
価
さ
れ
、
今
後
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
と
は
、
そ
の
後
も
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
文
通
や

ポ
ス
タ
ー
交
換
が
数
回
続
い
た
。
同
年
二
月
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
通

じ
て
世
界
の
国
々
が
親
し
み
を
も
っ
て
相
互
に
理
解
し
合
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
一
三
Ｉ
ヨ
ー
ク
、
ダ
ラ
ス
、
テ
キ
サ
ス
な
ど
三
五
○
の
店

の
一
四
○
○
の
ウ
イ
ソ
ド
ウ
に
日
本
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
た

い
と
い
う
手
紙
が
届
き
、
商
工
会
議
所
は
北
宣
美
に
制
作
を
依
頼
し
た
。

彼
ら
は
こ
の
申
し
出
を
快
諾
し
、
翌
年
の
二
月
謙
妬
北
会
員
一
人
二
点

以
上
の
作
品
を
送
る
と
し
て
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
翌
三
月
に
は
函
館

の
観
光
や
特
産
品
を
象
徴
し
た
大
型
ポ
ス
タ
ー
ニ
○
枚
が
完
成
し
、
三

○
日
か
ら
四
月
三
日
ま
で
丸
井
を
会
場
に
一
般
公
開
し
た
後
、
航
送
さ

（
１
４
）

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
印
刷
物
を
通
し
て

デ
ザ
イ
ン
の
情
報
を
得
て
い
た
が
、
戦
後
ま
も
な
く
は
ア
メ
リ
カ
の
ポ

ス
タ
ー
や
雑
誌
な
ど
が
多
量
に
次
々
と
流
入
し
、
そ
の
影
響
は
当
然
大

き
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
し
れ
る
。
逆
恥
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ニ
ッ
ポ

ソ
・
ブ
ー
ム
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

北
宣
美
は
、
ポ
ス
タ
ー
展
を
通
じ
て
、
商
工
会
議
所
な
ど
の
理
解
者

を
得
て
、
そ
の
後
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

羽
野
栄
一
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
「
警
察
展
」
と
記
さ
れ
た
昭
和
二
六

年
の
写
真
が
あ
り
、
警
察
官
と
と
も
に
宮
下
と
羽
野
の
姿
が
見
ら
れ
る
。

注
記
か
ら
、
こ
の
展
覧
会
は
、
宮
下
が
請
け
負
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

北
宣
美
は
、
羽
野
栄
一
が
中
心
と
な
っ
て
と
り
ま
と
め
、
角
谷
隆
一

が
事
務
局
的
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
当
時
の
紙

面
で
は
、
発
会
の
経
緯
や
そ
の
後
の
展
覧
会
の
請
負
な
ど
、
宮
下
広
吉

の
行
動
が
目
立
っ
て
お
り
、
広
報
的
な
立
場
だ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

宮
下
広
吉
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
四
年
二
月
三
日
付
「
函
館
新
聞
」
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よ
び
差
ス
タ
…
菱
換
を
希
望
す
る
と
し
う
内
容
の
手
紙
か
届
し
た
』

「
こ
の
話
を
最
近
か
つ
て
東
京
都
嘱
託
と
し
て
十
七
年
の
固
案
経
験
を

持
つ
中
島
町
の
宮
下
麿
吉
さ
ん
が
ぎ
坐
早
速
曾
議
所
か
ら
手
紙
を
受
取

り
感
謝
し
て
や
は
り
圃
案
家
で
あ
る
丸
井
デ
パ
ー
ト
宣
博
部
長
の
羽
野

さ
ん
を
訪
ね
た
の
が
十
三
日
、
二
人
で
相
談
し
た
結
果
早
速
市
内
十
四

人
の
同
案
家
と
は
か
」
り
、
「
市
内
在
住
の
ポ
ス
タ
ー
作
家
十
四
名
は

こ
れ
を
機
会
に
ポ
ス
タ
ー
美
術
の
向
上
を
図
ろ
う
と
、
宮
下
度
吉
羽
野

築
一
両
氏
が
護
起
人
と
な
り
北
方
宣
博
美
術
家
集
園
を
結
成
」
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
○
月
一
五
日
、
北
方
宣
美
は
③
今
井
百
貨

（
１
１
）

店
会
議
室
で
発
会
し
た
。
宮
下
が
羽
野
を
訪
ね
て
わ
ず
か
二
日
後
に
一

四
名
の
会
員
を
集
め
て
発
会
に
至
る
迅
速
さ
は
、
ど
れ
だ
け
機
運
が
高

ま
っ
て
い
た
か
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
１
１
）

創
立
会
員
は
「
函
館
デ
ザ
イ
ソ
協
会
年
表
」
（
以
下
「
協
会
年
表
」
）

に
よ
れ
ば
、
青
木
時
雄
（
弘
告
社
）
、
阿
部
勝
美
、
上
山
雲
照
（
函
館

市
旭
中
学
校
図
画
工
作
科
担
当
）
、
角
谷
隆
一
（
函
館
新
聞
社
広
告
部
）
、

小
番
大
治
（
ハ
コ
ー
印
刷
）
、
斎
藤
喜
久
雄
（
独
立
）
、
寺
村
鏡
蔵
、

中
山
清
（
ハ
コ
ー
印
刷
図
案
部
）
、
成
沢
光
雄
（
北
海
道
新
聞
函
館
支

社
図
案
課
）
、
鍋
島
金
一
、
羽
野
栄
一
（
④
今
井
企
画
部
）
、
三
方
鉄

男
（
北
海
道
新
聞
函
館
支
社
）
、
宮
下
広
吉
の
一
三
名
で
、
会
長
は
置

か
ず
、
委
員
合
議
制
を
と
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
職
業
は
、
図
１
の
函
館

宣
伝
美
術
会
第
一
回
ポ
ス
タ
ー
展
目
録
の
会
員
紹
介
か
ら
抜
粋
し
た
。

当
時
の
新
聞
記
事
二
紙
が
伝
え
る
「
十
四
名
」
は
、
「
発
足
し
た
時
は

確
か
唱
名
の
会
員
で
あ
っ
た
と
思
う
。
戦
時
中
疎
開
し
て
来
て
い
た
宮

下
広
吉
や
、
美
津
濃
運
動
具
店
で
活
躍
し
て
い
た
中
川
巌
な
ど
超
の
べ

テ
ラ
ソ
が
入
っ
て
」
と
後
に
羽
野
が
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
川

巌
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

発
会
と
同
時
に
、
北
方
宣
美
で
は
、
「
日
米
交
歓
港
函
館
貿
易
ポ
ス

タ
ー
公
募
展
」
を
二
月
一
九
日
か
ら
二
三
日
ま
で
丸
井
を
会
場
に
開

催
扇
…
）
↓
星
董
毒
の
ニ
ラ
え
優
秀
作
品
を
選
出
；
）
三
｜
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
ア

メ
リ
カ
に
送
付
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
函
館
市
と
商
工
会
議
所
な
ど

の
後
援
を
得
て
、
本
格
的
に
ポ
ス
タ
ー
の
公
募
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
に
は
意
向
に
応
ず
る
旨
の
返
事
と
と
も
に
、
「
親
密

の
し
る
し
」
と
し
て
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
描
い
た
道
南
の
倒
撮
や
事
物

を
紹
介
す
る
肉
筆
絵
は
が
き
や
エ
ッ
チ
ン
グ
が
同
封
さ
れ
た
。

ポ
ス
タ
ー
公
募
展
会
場
に
は
大
沼
、
江
差
、
当
別
ト
ラ
ピ
ス
ト
、
福

山
城
な
ど
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
ほ
か
、
カ
ニ
缶
、
ベ
ニ
ヤ
板
な
ど
の
産
物

ポ
ス
タ
ー
な
ど
約
三
○
点
の
力
作
が
集
ま
っ
た
。
昭
和
二
二
年
二
月

一
九
日
付
の
「
函
館
新
聞
」
は
、
「
準
備
し
て
い
る
人
た
ち
の
顔
も
希

望
に
は
り
き
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
珍
し
い
趣
の
展
覧
会
と
し
て
人
気

を
呼
ぶ
だ
ろ
う
」
と
彼
ら
の
熱
気
を
伝
え
て
い
る
。

展
覧
会
が
終
了
し
、
ポ
ス
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
に
送
付
さ
れ
、
翌
年
二

月
一
日
付
の
「
函
館
新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
「
函
館
か
ら
送
っ
た
観
光
特

産
品
等
の
ポ
ス
タ
ー
が
非
常
な
好
評
を
博
し
て
い
る
旨
、
三
十
日
（
商

工
）
会
議
所
宛
感
謝
状
が
と
ど
い
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
。

こ
の
年
、
協
会
年
表
に
よ
れ
ば
、
北
方
宣
美
は
、
「
北
方
」
と
い
う

名
称
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ

り
、
協
議
の
う
え
、
「
北
海
道
宣
伝
美
術
家
集
団
」
（
以
下
「
北
宣
圭
さ
）

と
改
称
す
る
。
こ
れ
は
、
当
時
か
ら
「
北
か
ら
の
ソ
連
の
存
在
を
気
に

し
て
い
た
」
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、
「
北
方
」
は
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）

を
想
起
さ
せ
る
言
葉
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
協
会
年
表
で
は
、
「
昭
和
二
三
年
一
○
月
二
○
日
」
と
あ

る
が
、
同
年
二
月
一
日
付
「
函
館
新
聞
」
ま
で
は
「
北
方
」
だ
が
、
二

月
二
日
付
同
紙
で
は
、
改
称
し
た
後
の
よ
う
だ
。
こ
こ
に
は
、
「
函

館
引
揚
援
護
局
、
北
海
道
宣
博
美
術
家
集
図
共
催
の
「
引
揚
援
護
弧
調

展
覧
会
」
を
丸
井
デ
パ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る
が
こ
れ
は
四
階
全
部
を
開

放
し
た
大
が
か
り
な
も
の
、
展
示
品
は
主
と
し
て
同
集
園
十
四
人
の
書
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一
術
家
も
か
な
琴
け
る
こ
と
と
魂
わ
れ
る
が
こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
遺

憾
な
が
ら
き
わ
め
て
乏
し
い
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
残
念
な
が
ら
函

館
に
関
し
て
も
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
羽
野

栄
一
の
ア
ル
録
ハ
ム
に
は
、
「
昭
四
・
ｍ
・
妬
」
の
日
付
で
、
「
津
軽
要

塞
司
令
部
よ
り
任
命
さ
れ
た
報
道
奉
公
隊
の
面
々
」
と
い
う
写
真
が
あ

る
。
戦
時
中
、
洋
画
家
の
田
辺
三
重
松
や
商
業
美
術
家
の
羽
野
栄
一
ら

を
含
む
報
道
宣
伝
を
も
っ
て
報
国
活
動
す
る
集
団
が
、
函
館
に
も
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

向量雷像

響弓瞬
I

ト

璽才

?慕
鰯』

頭

蘭‘l認

一
一

一
■■■■

昭和19年10月25日、報道奉公隊集合写真、会場不明
「津軽要塞司令部より任命された報道奉公隊の面々前列向って右
から3人目田辺三重松。後列3人目が私（羽野栄一）。昭19．1［
・25」と記されている。羽野の左隣は金子幸正。

〈羽野栄氏蔵＞

一
二
》
才
方
宣
伝
美
術
書
家
集
団
の
結
成

昭
和
二
○
年
八
月
に
終
戦
を
迎
え
可
一
○
月
に
は
日
本
美
術
報
国
会

が
解
散
し
、
美
術
界
は
統
制
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
「
こ
れ
に
よ
り
、
美

術
家
の
自
主
的
聯
合
園
鵠
が
新
た
に
生
れ
る
模
猫
淀
『
ま
た
地
方
美
術

の
振
興
を
固
る
た
め
地
方
支
部
設
置
の
聾
も
高
い
」
と
伝
え
ら
れ
た
。

翌
月
に
は
二
科
会
か
ら
分
裂
し
た
行
動
美
術
協
会
が
結
成
さ
れ
、
東
京
・

関
西
の
ほ
か
北
海
道
事
務
所
も
設
け
ら
れ
た
。
札
幌
で
は
、
北
海
道
美

術
協
会
か
ら
分
裂
し
た
全
道
美
術
協
会
が
結
成
さ
れ
、
翌
年
に
は
と
も

に
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
頃
、
函
館
で
は
赤
光
社
の
再

建
が
図
ら
れ
、
昭
和
二
二
年
戦
後
第
一
回
展
を
開
催
し
て
い
る
。

中
央
の
デ
ザ
イ
ン
界
で
は
、
昭
和
二
二
年
二
月
に
「
日
本
広
告
会
」

が
結
成
さ
れ
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
の
向
上
と
無
名
作
家
登
場
を
促
す
た
め

（
９
）

に
、
日
本
広
告
会
展
が
開
催
さ
れ
た
。

北
海
道
の
デ
ザ
イ
ソ
界
で
は
、
社
会
情
勢
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す

と
、
観
光
や
商
業
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
宣
伝
活
動
も
活
発
に
な
っ
て

き
て
い
た
。
札
幌
で
は
、
昭
和
二
二
年
に
は
看
板
工
の
技
術
向
上
を
目

的
と
し
た
「
三
つ
葉
商
業
美
術
会
」
、
翌
年
に
は
栗
谷
川
健
一
を
中
心

と
し
た
「
創
図
社
」
、
疎
開
中
の
梁
川
剛
一
や
看
板
業
界
の
人
融
の

「
北
海
道
応
用
美
術
協
会
」
な
ど
が
第
一
回
展
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
頃
に
は
函
館
に
お
い
て
も
、
個
々
に
活
動
し
て
い
た
商
業
美
術

家
た
ち
は
、
街
頭
で
顔
を
合
わ
せ
る
た
び
に
、
グ
ル
ー
プ
結
成
に
つ
い

て
語
り
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
団
体
結
成
の
声
が
高
ま
っ

て
き
た
な
か
、
一
つ
の
出
来
事
を
契
機
（
恢
〉
「
北
方
宣
伝
美
術
集
団
」

（
以
下
「
北
方
宣
美
」
）
が
結
成
さ
れ
る
。

昭
和
二
二
年
一
○
月
一
六
日
付
の
「
函
館
新
聞
」
「
北
海
道
新
聞
」

に
結
成
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
○
月
初
旬
、
函
館
商
工
会
議
所

に
ア
メ
リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ソ
ド
の
学
生
ポ
ス
タ
ー
ァ
ー

ト
展
示
会
か
ら
、
全
国
商
業
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
展
覧
会
の
出
品
依
頼
お
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び
中
山
清
よ
り
伝
え
聞
い
て
い
る
と
青
木
ア
イ
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ

い
た
。
函
館
大
火
の
壮
絶
さ
を
八
場
面
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
市
立
函
館
図
書
館
に
、
昭
和
一
○
年
に
函
館
市
火
災
予
防
組
合
連

合
会
が
制
作
し
た
「
億
三
月
二
一
日
火
の
用
心
」
ポ
ス
タ
ー
が
あ
り
、

和
讃
の
八
場
面
の
う
ち
四
場
面
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
青
木
の
作
品
か
、
若
し
く
は
、
和
讃
を
参
考
に
し
た
人
物
の
作
と

（
４
）

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
ろ
、
札
幌
・
小
樽
方
面
で
は
、
北
商
美
が
商
業
美
術
を
普
及

す
る
た
め
に
、
年
一
回
の
展
覧
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
た
が
、
昭
和
一

四
年
、
協
会
創
立
七
周
年
記
念
展
で
は
初
め
て
函
館
に
も
巡
回
し
、
腰

森
屋
五
階
ホ
ー
ル
を
会
場
に
六
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

六
月
二
日
付
の
「
夕
刊
函
館
タ
イ
ム
ス
」
は
、
「
函
館
商
業
美
術
聯
盟

で
は
札
幌
の
同
志
と
組
ん
で
（
中
略
）
『
画
策
狽
調
ポ
ス
タ
ー
展
』
を

開
き
人
気
を
呼
ん
で
ゐ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
記
事
と
青
木
時
雄

幸

鰯 蕊

罰え
Ｉ
Ｊ
ａ

－
画

一

し

NI
j,．
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昭和14年、国策強調ポスタ一展会場にて
6月1日～5日、侭森屋において開催。

前列左から不明、不明、中山清。後列左から
青木時雄、不明、不明、三方鉄男、小番大治、
不明。

〈青木アイ子氏蔵＞

ァ
産
一
ぞ
集
易
二
昭
和
正
年
」
と
書
か
れ
た
一
主
催
北
海
道
商
業
美
術

家
協
会
北
海
道
商
業
美
術
家
協
会
函
館
支
部
」
の
ポ
ス
タ
ー
展
の
写

真
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
「
函
館
商
業
美
術
聯
盟
」
は
「
北
海
道

商
業
美
術
家
協
会
函
館
支
部
」
を
指
し
、
昭
和
一
四
年
ま
で
に
は
函
館

に
も
北
商
美
の
支
部
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
展
覧
会
は
単
な
る
巡
回
展
で

は
な
く
、
一
般
公
募
の
入
選
作
と
札
幌
・
小
樽
の
会
員
の
作
品
、
そ
し

て
函
館
の
会
員
の
作
品
も
出
品
し
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

会
員
は
写
真
の
人
物
を
数
え
る
と
少
な
く
と
も
九
名
お
り
、
角
谷
隆
一

氏
に
よ
れ
ば
、
青
木
時
雄
、
小
番
大
治
、
中
山
清
、
三
方
鉄
男
の
姿
が

見
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
戦
後
の
商
業
美
術
に
関
す
る
新
聞
記
事
で

は
、
「
昭
和
十
年
代
に
は
、
東
政
二
（
現
札
幌
、
日
宣
美
会
員
）
故
平

岡
字
三
郎
、
三
方
鉄
男
、
小
番
大
治
、
青
木
時
男
ら
の
『
北
海
道
商
業

（
５
）

美
術
家
集
団
』
が
あ
」
っ
た
と
さ
れ
る
。
北
商
美
の
活
動
は
「
昭
和
一

六
年
札
幌
聯
隊
区
司
令
部
後
援
の
「
国
策
強
調
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
最
後

（
６
）

に
中
絶
し
た
」
と
さ
れ
て
お
り
、
函
館
支
部
の
活
動
は
昭
和
一
○
年
代

の
わ
ず
か
数
年
間
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
は
う
「
〃
商
美
〃
は
戦
時

中
、
も
っ
ぱ
ら
戦
意
高
揚
に
動
員
さ
れ
ず
津
軽
要
塞
司
令
部
お
声
が
か

り
、
陸
軍
美
術
奉
公
隊
の
一
翼
だ
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
。

状
況
は
次
第
に
緊
迫
し
た
も
の
と
な
り
、
昭
和
一
七
年
に
日
本
画
家

報
国
会
、
翌
年
に
は
全
美
術
家
を
一
丸
と
す
る
日
本
美
術
報
国
会
が
創

立
さ
れ
、
一
方
で
は
日
本
美
術
及
工
芸
統
荊
協
会
も
創
立
さ
れ
、
画
材

等
の
配
給
統
制
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
北
海
道
で
も
十
七
年
一
二

月
に
報
国
運
動
を
目
的
と
し
た
北
海
道
美
術
報
国
会
が
結
成
さ
れ
、
そ

れ
に
前
後
し
て
、
陸
軍
美
術
奉
公
隊
が
各
地
の
美
術
家
有
志
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
る
。
陸
軍
美
術
奉
公
隊
は
旭
川
師
団
報
道
部
の
指
導
の

も
と
、
札
幌
の
ほ
か
函
館
、
小
樽
、
旭
川
、
滞
広
、
釧
路
、
根
室
な
ど

で
組
織
さ
れ
、
広
報
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
。

「
軍
の
報
道
班
に
徴
用
さ
れ
て
、
占
領
地
や
前
線
に
赴
い
た
商
業
美

旬
、
〕く －46－
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所
三
里
告
社
石
版
部
と
レ
ヂ
た
印
雁
会
社
か
あ
り
、
年
代
が
明
ら
か
な

も
の
は
辻
印
刷
断
の
昭
和
五
、
六
、
七
年
、
ハ
コ
ー
印
刷
所
の
昭
和
一

一
年
で
あ
っ
た
。
各
印
刷
会
社
が
独
自
に
制
作
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

専
属
の
画
工
が
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
印
刷
会
社
や
看
板

店
の
画
工
、
図
案
担
当
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
八
年
の
「
函
館
宣
伝
美

術
会
第
１
回
ポ
ス
タ
ー
展
目
録
」
（
図
１
）
の
会
員
紹
介
か
ら
知
る
こ

と
が
出
来
る
。
こ
こ
に
昭
和
一
○
年
代
ま
で
を
抜
粋
し
て
み
る
。

青
木
時
雄
昭
和
四
年
函
館
弘
告
社
印
刷
部
入
社

芥
川
政
次
郎
昭
和
十
年
金
盛
堂
看
板
店
入
社

羽
野
築
一
昭
和
十
三
年
札
幌
三
越
装
飾
部
入
社

昭
和
十
六
年
函
館
④
今
井
企
書
部
入
社

川
村
弘
昭
和
十
六
年
北
海
商
報
社
入
社

小
番
大
治
昭
和
二
年
菊
地
書
版
所
入
所

昭
和
五
年
札
幌
北
海
石
版
所
固
案
部
入
社

真
壁
ゆ
き
を
昭
和
十
七
年
北
洋
楽
天
漫
書
ス
タ
ジ
オ
入
所

中
山
清
大
正
八
年
ハ
コ
ー
印
刷
合
名
言
社
入
社

大
正
十
四
年
同
社
固
案
部
に
轄
入

鍋
島
金
一
昭
和
十
四
年
日
本
作
書
協
曾
入
倉

奥
村
理
三
郎
昭
和
九
年
ハ
コ
ー
印
刷
へ
入
社

斎
藤
喜
久
雄
昭
和
六
年
日
本
作
書
協
曾
入
舎

斎
藤
三
郎
昭
和
十
四
年
金
盛
堂
入
店

三
方
鉄
男
大
正
十
四
年
元
第
一
印
刷
株
式
言
社
入
社

昭
和
四
年
小
樽
喜
信
堂
印
刷
所
入
社

昭
和
十
七
年
北
海
道
新
聞
社
函
館
支
社
入
社

笹
谷
岩
男
昭
和
十
一
年
東
京
Ｐ
Ａ
Ｌ
創
案
圏
園
曾
員

昭
和
十
七
年
新
京
涌
映
美
術
奉
公
班
々
員

上
山
雲
照
昭
和
十
四
年
函
館
女
子
高
等
阜
校
園
豊
科
担
営

※
ゴ
シ
ッ
ク
は
函
館
関
連
事
項
。

;､弾。瀦嘩
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昭和10年代、弘告社の展覧会か
左が青木時雄、背景のポスターには
「弘告社美術部」と書かれている。

〈青木アイ子氏蔵＞

｢函館大火遭難死亡者供類和讃」火災現場の場面
昭和9年、函館和讃奉讃会発行、弘告社印刷。

〈市立函館博物館蔵＞

こ
の
よ
ら
に
戦
後
に
宣
伝

美
術
団
体
に
所
属
す
る
人
々

が
、
戦
前
に
も
、
印
刷
会
社

や
看
板
店
と
い
っ
た
業
種
に

就
い
て
い
た
こ
と
が
み
て
と

れ
る
。
彼
ら
が
職
場
や
同
業

種
の
仲
間
同
士
で
交
流
を
持

ち
、
展
覧
会
活
動
を
行
っ
た

こ
と
は
自
然
な
流
れ
で
あ
る
。

青
木
ア
イ
子
氏
に
よ
れ
ば
、

青
木
は
、
弘
告
社
の
仲
間
で

展
覧
会
な
ど
を
開
催
し
て
い

た
よ
う
だ
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
の
印
刷
物
に
は

ほ
と
ん
ど
記
名
が
な
く
、
作

者
は
特
定
で
き
な
い
。
ま
た
、

原
画
に
つ
い
て
も
、
依
頼
主

に
納
品
す
る
も
の
で
、
作
者

が
保
存
す
る
と
い
う
考
え
は

一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
今

回
、
青
木
は
自
作
に
一
切
サ

イ
ソ
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
「
函
館
大

火
遭
難
死
亡
者
供
狼
和
讃
」

（
昭
和
九
年
、
函
館
和
讃
奉

讃
会
発
行
、
弘
告
社
印
刷
、

以
下
「
和
讃
」
）
の
挿
画
は
、

青
木
が
描
い
た
と
本
人
お
よ

(2－47－



｜
、
は
じ
め
に

戦
前
の
商
業
美
術
活
動
に
つ
い
て
、
大
正
末
期
に
東
京
で
「
七
人
社
」

「
商
業
美
術
家
協
会
」
な
ど
の
団
体
が
結
成
さ
れ
、
彼
ら
の
活
動
が
各

地
に
波
及
し
、
昭
和
初
期
に
北
海
道
に
お
い
て
も
「
北
海
道
商
業
美
術

家
協
会
」
（
以
下
玲
北
商
美
」
）
の
活
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
前
回

拙
稿
で
紹
介
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
商
美
は
、
主
と
し
て
札
幌
・

小
樽
の
商
業
美
術
家
の
団
体
で
あ
り
、
彼
ら
の
活
動
を
通
し
て
函
館
の

デ
ザ
イ
ン
活
動
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

今
回
、
当
館
所
蔵
の
ポ
ス
タ
ー
に
関
す
る
調
査
か
ら
、
函
館
に
お
い

て
戦
前
か
ら
活
動
を
開
始
し
、
戦
後
の
デ
ザ
イ
ソ
団
体
に
お
い
て
活
動

し
た
中
心
的
人
物
や
そ
の
ご
遺
族
の
方
々
に
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
聞
き
取
り
調
査
と
資
料
か
ら
、
函
館
に
お
け
る
デ
ザ

イ
ソ
ー
戦
前
の
図
案
か
ら
商
業
美
術
、
戦
後
の
宣
伝
美
術
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
Ｉ
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
、
昭
和
二
○
年
代
か
ら
三
○
年

代
を
中
心
に
追
っ
て
み
た
い
。

二
、
戦
前
の
商
業
美
術
活
動

函
館
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
「
図
案
研
究
会
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
札
幌
で
北
商
美
が
創
立
さ
れ
た
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

昭
和
六
、
七
年
こ
ろ
に
栗
谷
川
健
一
が
中
心
と
な
っ
て
函
館
で
結
成
さ

研
究
ノ
ー
ト

函
館
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
団
体
の
活
動
に
（
帥
一
い
て

…
：
函
館
宣
伝
美
術
会
の
結
ゞ
成
を
中
心
に
…
…

れ
た
。
栗
谷
雌
が
函
館
松
竹
座
で
映
画
の
看
板
制
作
を
担
当
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
会
員
は
映
画
館
の
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
制
作
、
印
刷
会
社
の

画
工
、
新
聞
社
の
広
告
図
案
な
ど
に
携
わ
る
同
業
者
と
考
え
ら
れ
る
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
図
案
研
究
会
の
活
動
は
、
昭
和
七
年
に

函
館
の
森
屋
百
貨
店
で
第
一
回
「
図
案
研
究
会
グ
ル
ー
プ
展
」
を
開
催

し
た
以
外
に
情
報
は
な
く
、
中
心
的
人
物
で
あ
る
栗
谷
川
は
翌
年
に
小

林
多
喜
二
虐
殺
に
憤
激
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
九
年
の
函
館
大
火
に
よ
っ
て
町
の
三
分
の
二
が
焼
け
、
松
竹
座

が
全
焼
し
た
た
め
札
幌
の
其
水
堂
金
井
印
刷
所
に
移
る
な
ど
、
自
然
消

滅
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
栗
谷
川
は
昭
和
一
○
年
に
辻
印
刷
所
の

誘
い
を
受
け
、
函
館
に
戻
る
も
の
の
、
わ
ず
か
九
ヵ
月
で
画
工
室
縮
小

の
た
め
解
雇
さ
れ
、
や
む
な
く
独
立
し
て
「
ク
リ
図
案
社
」
を
設
立
す

る
。
看
板
か
ら
ペ
ン
キ
塗
り
、
大
工
仕
事
ま
で
何
で
も
引
き
受
け
た
が
、

暮
ら
し
は
ど
ん
底
で
、
昭
和
二
、
一
二
年
と
札
幌
鉄
道
局
募
集
の
ポ

ス
タ
ー
で
一
等
入
選
し
た
の
を
契
機
に
、
札
幌
鉄
道
局
嘱
託
職
員
と
な

り
、
札
幌
に
一
戻
っ
て
い
く
。
こ
の
澗
小
）
栗
谷
川
の
周
辺
で
新
た
な
団
体

の
結
成
な
ど
の
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
時
代
、
栗
谷
川
以
外
の
図
案
家
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
た
だ
ろ
う
か
。
前
回
調
査
し
た
市
立
函
館
図
書
館
所
蔵
の
ポ
ス
タ
ー

で
は
、
函
館
の
も
の
で
は
、
井
筒
石
版
所
、
辻
印
刷
所
、
ハ
コ
ー
印
刷

霜
村
紀
子

(1 －48－
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